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一般社団法人日本地質学会第７回総会開催について

一般社団法人日本地質学会第７回総会を下記の次第により開催いたします．

2015年４月４日

会長　井龍康文

2015年 5 月23日（土） 14：50～15：50
会場　北とぴあ　第 1 研修室
（東京都北区王子 1 -11- 1 ）

総会議事次第

１．議長選出

２．開会

３．議案

第１号議案　2014年度事業報告・決算報告

第２号議案　2015年度事業計画

第３号議案　2015年度予算案

第４号議案　名誉会員の選出

４．閉会

同日同会場にて下記の催しが予定されています．

第６回惑星地球フォトコンテスト表彰式・展示会
時間：11：00～12：00

講演会「日本の地質学：最近の発見と応用2015」
時間：12：40～14：40

※これらの情報は，学会ホームページ，メールマガジン等で随時お知らせ致します．

１．定款20条により，本総会は役員ならびに代議員による総会となります． 代議員には，総会開催通知とともに総

会に必要な資料等を別途お送りいたします．ご都合で欠席される方は，定款28条第1項にもとづき，議決権行使書

および議決権の代理行使（委任状）などにより，総会に出席したものとして議決権を行使することができます．

２．正会員は，総会に陪席することができます．ただし，総会規則12条3項により，許可のない発言はできません．

申込・問い合わせ：一般社団法人  日本地質学会
　電話　03-5823-1150　FAX03-5823-1156   e-mail: main@geosociety.jp

広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内
　日本地質学会では広報誌「ジオルジュ」を発行しています
（年2回発行．定価250円）．　
　博物館・学校・研究機関などで，イベントでの配布物，友
の会へのプレミアグッズ,ストアなどでの販売物として，ジオ
ルジュを利用してみませんか．部数に応じて割引価格を設
定しておりますので，是非ご検討下さい．

【割引価格例】
　100部：20,000円（定価2割引）
　300部：52,500円（定価3割引） 
これ以外についてもご希望に応じてご相談承ります．

　毎号各地のジオパークの特集記事の掲載も企画してい
ます．ジオパークの広報の一環としてもご活用ください．

最新号（2015前期号）まもなく発行！

開催通知
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表2：開催通知　一般社団法人日本地質学会第7回総会
開催について
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ゼオライト研究発表会

公募 ……2
名古屋大学大学院環境学研究科地球環境科学専攻地球化学講座教員
公募/地質調査総合センターの研究職員募集/公募結果

各賞・研究助成 ……3
第６回（平成27年度）日本学術振興会育志賞受賞候補者の推薦/2016
年～2017年開催藤原セミナーの募集/山田科学振興財団国際学術集会
助成/平成27年度地域防災対策支援研究プロジェクト/公益財団法人
住友財団2015年度研究助成/平成27年度島原半島ジオパーク学術研究
奨励事業/山陰海岸ジオパーク学術奨励研究の募集/ゆざわジオパー
ク学術研究等奨励補助金の募集

紹介 ……5
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土－地質学が明かす黒土と縄文文化　山野井　徹著（島津光夫）

出版物在庫案内 ……8

TOPIC ……9
現代アートと地質フィールドノート（西山賢一）

意見・提言 ……10
次期学習指導要領改訂に関する要望書を文科大臣に提出

委員会だより ……11
地学オリンピック支援委員会：地学オリンピックキャラクターデザ
インコンテスト入賞作品発表

CALENDAR ……12

Island Arc ……13
論文ワークショップのお知らせ

訃報 ……13

第 6 回惑星地球フォトコンテスト審査結果 ……14

地質の日行事案内 ……18
第６回惑星地球フォトコンテストほか入選作品展示会/講演会「日本
地質学：最近の発見と応用2015」/北海道支部：記念企画展示「札幌
の過去に見る洪水・土砂災害」/近畿支部：第32回地球科学講演会

「阪神淡路大震災以降の近畿の活断層研究」/四国支部：岩石・鉱物
鑑定会/三浦半島活断層調査会：地質の日記念観察会「深海から生ま
れた城ヶ島」

支部コーナー ……22
西日本支部　第166回例会報告/中部支部　2015年支部年会開催のお
知らせ/関東支部　地学教育サミット「ジオパークと教育」報告

院生コーナー ……24
American Geophysical Union Fall Meeting 2014参加報告（曽田勝仁）

巻末　入会申込書／会費口座振替依頼書
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表紙紹介
第６回惑星地球フォトコンテスト最優秀賞：

太古の足跡
鶴田重房（鹿児島県）

講評など詳細は本誌参照．
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このたび，世界の学術振興機関における共

通の課題への対応等を目的に，世界各国の学

術振興機関の長が一堂に会するハイレベル

フォーラムであるグローバルリサーチカウン

シル（GRC）第４回年次会合を，本会主催

にて開催することを契機とし，サイドイベン

トとして，GRCの議論のテーマの一つであ

る「科学上のブレークスルーに向けた研究費

支援」に関する公開シンポジウムを開催しま

す．

本シンポジウムでは，世界の学術振興機関

の代表者，ノーベル賞受賞者，科学政策を担

当する政府関係者による講演やパネルディス

カッションを通して，科学上のブレークス

ルーにつながる基礎研究支援の在り方や，グ

ローバル研究ネットワークの促進などの政策

課題について議論を行う予定です．

主催：独立行政法人日本学術振興会（JSPS）

日時：2015年５月26日（火）９:30－15:00

場所：ホテルオークラ東京 別館地下２階 ア

スコットホールⅡ（〒105-0001 東京都港

区虎ノ門２-10-４）

言語：英語（日英同時通訳有）

参加条件：どなたでもご参加いただけます

（参加費無料）

参加方法：以下の専用ホームページを通して

お申し込みください（先着順）．

http://grc2015tokyo.jp

＜お問い合わせ先＞

事務局：日本学術振興会国際事業部国際企画

課

〒102-0083 東京都千代田区麹町５-３-１

麹町ビジネスセンター

運営事務局：日本コンベンションサービス株

式会社内

E-mail：grcsymposium@convention.co.jp

TEL：03-3502-6872／FAX：03-3508-1696

2012年より５年計画で始まったIGCP589：

Development of Asian Tethyan Realm：

Genesis, Process and Outcomesは，今年で

IGCP589
「アジアにおけるテチス区の発達」

第4回国際シンポジウム

科学上のブレークスルーに関する
グローバルシンポジウム

ご案内

本会以外の学会およ

び研究会・委員会か

らのご案内を掲載し

ます．

教員・職員公募等の求人ニュ

ース原稿につきましては，採

用結果をお知らせいただけま

すようお願い致します．

公募

担当講座：大学院環境学研究科地球環境科学

専攻（地球惑星科学系）地球化学講座

職名および人員：教授 １名

着任予定時期：2015年10月１日以降のできる

だけ早い時期

公募の趣旨：地球化学講座では，以下の３つ

の研究分野を“柱”として教育と研究を行っ

ています．まず，岩石・表層水・堆積物など

の分析を通して地球表層圏での元素の循環や

分配を研究する「地球化学」，次に，地球外

物質の分析・観測を通して宇宙環境での元素

や化学種の挙動や進化を研究する「宇宙化

学」，そして，人間活動の影響を被った物質

の分析を通して，地球環境を評価し人類の持

続的発展へ寄与する「環境化学」です．詳細

はホームページを参照してください．地球化

学講座は，同講座の教員と協力して，上記い

ずれかの研究分野を推進して頂ける教授を公

募します．担当していただく授業は，大学院

名古屋大学大学院
環境学研究科地球環境科学専攻
地球化学講座教員公募

活動４年目を迎えました．西安（中国），ボ

ラカイ島（フィリピン），テヘラン（イラン）

での国際シンポジウムに続き，今年はチュラ

ロンコン大学理学部地質学教室主催で，第４

回目のシンポジウムをタイ王国，バンコクに

おいて開催します．ファーストサーキュラー

の配布が始まりましたので，皆様にご案内し

ます．

IGCP589第4回国際シンポジウム

期間：2015年10月26～27日　シンポジウムと

ビジネスミーティング

会場：バンコク，チュラロンコン大学

主催：チュラロンコン大学理学部地質学教室

（委員長：Thasinee Charoentitirat，事務局

代表：Waruntorn Kanitpanyacharoen）

ポスト巡検（2015年10月28日～11月１日）：

タイ北部のパレオテチス収束域

IGCP589では，アジアにおけるテチス区

（Tethysides）の起源，発達過程，地質記録

の解読を中心テーマに，アジア諸地域の層序，

テクトニクス，構造地質，堆積，地域地質，

鉱産資源，火成作用，変成作用，古地磁気，

地震，古生物，古地理，古海洋学，環境地質，

など，アジアとテチスに関する幅広い地質学

的問題を検討課題としています．今回のシン

ポジウムでは，ポスト巡検としてタイ北部の

パレオテチス海閉鎖域に見られる古・中生界

層序，構造を見学する予定で，東南アジア主

要部の基本的地体構造を理解する絶好のチャ

ンスです．アジアの地質学全般に興味のある

方々の積極的な参加を歓迎いたします．

なお，ファーストサーキュラーは下記の

ウェブサイトからダウンロードできます．

http://www.igcp589bangkok.org/

国内問合せ先：

上野勝美（IGCP589コリーダー：福岡大学理

学部）

TEL 092-871-6631，内線6282

（katsumi@fukuoka-u.ac.jp）

主催：ゼオライト学会

協賛：日本地質学会ほか

日時：2015年11月26日（木）～27日（金）

会場：とりぎん文化会館（鳥取市尚徳町101-

５）

テーマ：ゼオライト，メソ多孔体，およびそ

の類縁化合物に関連した研究の基礎から応用

まで

参加登録費（予稿集代を含む．当日申し受け

ます．）：会員（協賛学協会の会員含む）

5,000円，シニア会員 2,000円，非会員 10,000

円，学生 2,000円

懇親会：11月26日（木）講演終了後（会費：

第31回ゼオライト研究発表会

一般 5,000円，シニア会員 3,000円，学生

3,000円）

講演申込

１）研究発表

・総合（成果がある程度まとまっている研究

を総合したもの．したがって，既発表の研

究成果であっても，それらをまとめた内容

であればよい．討論を含めて30分程度）

・一般（未発表の研究成果の発表．討論を含

めて20分程度）

２）講演申込方法

講演申込フォーム（http://www.jaz-online.

org/event/31form.html）を用いてお申し込

みください．＊Web申込が利用できない場

合には，７月10日までに問合先までご連絡く

ださい．

３）講演申込締切：2015年７月24日（金）

問い合わせ先：菅沼学史（鳥取大学工学部附

属GSC研究センター）

Tel：0857-31-5256，Fax：0857-31-5684，

e-mail：suganuma@chem.tottori-u.ac.jp

詳しくは，http://katalab.org/31zeolite/
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公募結果

大阪教育大学教育学部教養学科准教授

（４月１日付着任） 堀　真子

環境学研究科，理学部地球惑星科学科，全学

教育の科目です．

応募資格：（1）博士の学位を有すること（2）

「地球化学」「宇宙化学」「環境化学」のいず

れかの研究に実績があり，その研究・教育に

意欲があること（3）日本語で教育と研究指

導ができること（現在困難であっても５年を

目処に）

提出書類：（1）履歴書（写真貼付，e-mail

アドレスを連絡先として明記のこと）（2）こ

れまでの研究・教育活動の経過について要約

した文書（2,000字程度）（3）研究業績目録

（以下のA，B，C，Dに分類したもの）A．

査読のある論文および総説（可能なら被引用

数及び用いたデータベースを明記すること），

B．査読のない論文および総説，C．著書，

D．その他特に参考となる出版物．（4）今後

の研究・教育の抱負についての文書（2,000

字程度）（5）外部資金獲得状況，受賞歴（6）

応募者について意見を伺える方２名の連絡先

（7）主な研究論文の別刷またはコピー（５編

程度）

応募締切：2015年６月１日（月）必着

書類の送付及び問い合わせ先：

〒464-8601 名古屋市千種区不老町

名古屋大学大学院環境学研究科 地球惑星

科学系長 ウォリス・サイモン

電話：052-789-3558

e-mail：apply-geochem@eps.nagoya-

u.ac.jp

書類の送付方法など，公募の詳細は，下記を

ご覧下さい．

www.nagoya-u.ac.jp/employment/teacher/

index.html

■テニュアトラック型（任期付：任期３～５

年）またはパーマネント型（任期無：定年制）

断層深部変形プロセスを考慮した地震発生

シナリオ構築

地質学的調査に基づく噴火履歴の解明に関

する研究

海溝型地震規模予測の高度化に向けた津波

波源の解明

中・長期的な地下水流動系の変動予測・評

価手法の開発

燃料資源のポテンシャル評価

二酸化炭素地中貯留の安全性評価

鉱物資源のポテンシャル評価

陸域の地質調査及び地質図作成

海域の地質図作成と地質情報整備

海域の環境影響評価に関する研究

地熱・地中熱研究開発

地質調査や地球科学に基づく社会に資する

地質情報の整備提供

地質調査総合センターの
研究職員募集

趣旨

天皇陛下の御即位20年に当たり，社会的に

厳しい経済環境の中で，勉学や研究に励んで

いる若手研究者を支援・奨励するための事業

の資として，平成21年11月に陛下から御下賜

金を賜りました．

このような陛下のお気持ちを受けて，将来，

我が国の学術研究の発展に寄与することが期

待される優秀な大学院博士課程学生を顕彰す

ることを目的として，平成22年度に「日本学

術振興会　育志賞」を創設しました．

対象者

平成27年４月１日現在34歳未満であり，次

の①又は②に該当する者であって，平成27年

５月１日において我が国の大学院博士後期課

程（医学，歯学，薬学又は獣医学を履修する

４年制の博士課程を含む）に在学している下

記のいずれかの条件を満たす者

① 大学院における学業成績が優秀であり，

豊かな人間性を備え，意欲的かつ主体的

に勉学及び研究活動に取り組んでいる大

学院生であって，当該大学長から推薦さ

れた者

② ①に相当する大学院生であるとして所属

する学会長から推薦された者

なお，推薦に当たっては，論文等の業績の

みにとらわれず，将来，我が国の学術研究の

発展に寄与することが期待される優秀な者を

多様な観点から推薦願います．

また，海外からの留学生で大学院博士後期

課程に在学する者についても，推薦すること

第6回（平成27年度）
日本学術振興会育志賞
受賞候補者の推薦

各賞・
研究助成

日本地質学会に寄せられ

た候補者の募集・推薦依

頼等をご案内いたしま

す．

ができます．

受付期間

平成27年６月10日（水）～12日（金）（17時必

着）（学会締切：５月15日（金））

推薦書類の提出先及び問い合わせ先

推薦書類は下記へ，配達記録の残る方法で

の送付によって提出してください．なお，配

達会社のホームページ等で到着の確認をして

ください．

〒102-0083 東京都千代田区麹町５-３-１

独立行政法人 日本学術振興会

人材育成事業部 研究者養成課「日本学術

振興会 育志賞」担当

TEL 03-3263-0912 FAX 03-3222-1986

ホームページアドレス

http://www.jsps.go.jp/j-ikushi-prize/

index.html

１．対象分野

自然科学の全分野

２．応募資格

わが国の大学等学術研究機関に所属する常

勤の研究者

３．開催件数

２件以内

４．開催費用援助額

１件につき　12,000千円　以内（総額

24,000千円以内）

５．セミナーの要件

（1）セミナーは，国際的にも学問的水準の高

いものとし，そのテーマはなるべく基礎的

なもので，関連分野を含めた発展に寄与す

るものであること．但し二国間会議，定期

的に行われる国際会議，およびその準備会

議，サテライト会議は対象としない．

（2）参加者は，50～100人程度とし，外国人

研究者が参加者の５分の１程度含まれるこ

と．なお，国内外の優れた研究実績を有す

る若い専門研究者の参加を奨励する．

（3）セミナー開催対象期間は，2016年１月１

日～2017年12月31日

（4）開催地は，日本国内であること．

（5）開催日数は，２～４日以内とする．

（6）参加者が，セミナー開催期間中，起居を

共にすることを原則とし，計画された講

演・討論のほか，個人的な討論など自由な

雰囲気で学問的な交流と人間的接触を深

め，永続する協力の基盤を作るようなもの

であること．

６．申請受付期間

2015年４月１日（水）～７月31日（金）（必

着）（学会締切６月30日（火））

７．当財団が支給する経費

セミナー開催に直接必要な経費として当財

団が認めたもので，その費目は次のとおりと

2016年～2017年開催
藤原セミナーの募集

■プロジェクト型

地震発生予測精度向上のための断層深部変

形プロセスのモデル化

応募締切：2015年５月27日（水）17:00必着

詳しくは，http://www.aist.go.jp/aist_j/

humanres/02kenkyu/task/6_gsj.html
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地域の防災力向上に資する人材育成を含む研

究成果を活用した防災・減災対策の検討（火

山災害に対して）

職務内容・応募資格等の詳細については文

部科学省調達総合案内ホームページをご参照

ください．

http://www-gpo3.mext.go.jp/MextKoboHP/

list/kp010000.asp

事業期間：平成27～29年度（３カ年事業（予

定））ただし，毎年度，事業の実施状況等

について評価又は確認等を行い，事業の継

続の可否を判断するものとする．なお，契

約の締結は年度毎に行うものとする．

事業規模：各年度の計画額の上限は3,000千

円とする．ただし，予算状況等によっては

各年度の計画額の上限に変動が生じる可能

性がある．

採択数：研究成果活用の促進１件（予定）

【公募スケジュール】

３月31日（火）公募開始

４月17日（金）公募説明会 旧文部省庁舎２F

第２会議室 10:30～

５月14日（木）参加表明書提出期限 17:00ま

で

５月15日（金）企画提案書等提出期限 17:00

まで

６月４日（木）公募選定委員会 13:00～

６月下旬　選定結果通知

８月１日（土）契約締結

問合せ先

〒100－8959 東京都千代田区霞が関３-２-２

中央合同庁舎７号館18階

文部科学省研究開発局地震・防災研究課　担

当　清水，松井

電話：03-5253-4111（代）（内線4446，4134）

FAX：03-6734-4139

電子メール：bosai@mext.go.jp

基礎科学研究助成

助成対象研究：理学（数学，物理学，化学，

生物学）の各分野及びこれらの複数にまたが

る分野の基礎研究で萌芽的なもの（それぞれ

の分野における工学の基礎となるものを含

む．）

応募資格：「若手研究者」（所属が営利企業

の場合には応募不可です）

助成金：総額１億6,000万円（１件当たり最

大500万円）

助成件数：90件程度　

公益財団法人住友財団
2015年度研究助成

平成27年度地域防災対策
支援研究プロジェクト

環境研究助成

助成対象研究：

・一般研究　環境に関する研究（分野は問

いません．）

・課題研究　2015年度募集課題「喫緊の環

境問題解決のための学際研究または国際

共同研究」

応募資格：研究者の所属が営利企業（兼務を

含む）の場合には応募不可ですが，他には特

に制約はしておりません．

助成金：総額１億円

一般研究 8,000万円　１件当たり最大　500

万円

課題研究 2,000万円　１件当たり最大1,000

万円

助成件数：一般研究 50件程度，課題研究２

件を予定

募集期間：2015年４月15日（水）～６月30日

（火），注）E-mailの締切は６月16日（火）．

応募方法：

財団ホームページ（本ページ最下部URL）

から申請書をダウンロードし必要事項を記入

の上，E-mailと郵送の両方でお送りください．

連絡先：

〒105-0012 東京都港区芝大門１-12-16 住

友芝大門ビル２号館

公益財団法人　住友財団

TEL：03-5473-0161 FAX：03-5473-8471

E-mail：sumitomo-found＠msj.biglobe.ne.jp

URL：http://www.sumitomo.or.jp/

島原半島ジオパーク協議会事務局では，島

原半島ジオパークを研究・学習の素材として

活用しようとするグループ等に研究費の一部

を助成する学術研究奨励事業を実施します．

補助対象研究：

次に掲げる，島原半島ジオパークに関する

地質・地形調査研究及びその活用方法，地

質・地形遺産およびそれに関わる地域資源を

活用した地域社会の活性化に関する調査研究

で，大学生，大学院生，若手研究者等が行う

研究に関するもの

（1）ジオサイト等における地質・地形調査研

究等（自然科学分野）

（2）地域づくりおよび地域経済に関わる調査

研究

（3）その他島原半島ジオパーク協議会長が補

助対象となると認めた調査研究

補助対象者：

（1）原則として35歳までの大学生，大学院生，

若手研究者等（グループによる応募も可．

平成27年度島原半島
ジオパーク学術研究奨励事業

する．

（1）準備費：準備費は，セミナー開催の準備

のために必要な国内外旅費，印刷製本費，

通信運搬費，会議費，賃金，消耗品費，雑

役務費等とする．（2）海外参加者旅費 （3）

国内参加者旅費 （4）セミナー経費：セミ

ナー経費は，セミナー開催期間中に必要な

組織責任者等の旅費，印刷製本費，通信運

搬費，会議費，レセプション経費，賃金，

消耗品費，雑役務費等とする．

８．申請の方法

セミナー開催希望者は，「藤原セミナー開

催申請書」（１通）を，所属組織長を経由し

て当財団に提出すること．尚，著名な参加予

定者については，セミナーのテーマに関する

主要論文（５名以内１人につき１篇，コピー

で可）を添付のこと．

申請書提出先・連絡先

〒104-0061 東京都中央区銀座３-７-12

公益財団法人　藤原科学財団

TEL（03）3561-7736 FAX（03）3561-7860

藤原科学財団ホームページ

http://www.fujizai.or.jp

募集内容：

１）基礎科学の適切なテーマについて，国際

的視野で最高レベルの研究の現状を総括する

国際学術集会．

２）基礎科学研究者の世代間の対話によっ

て，若い世代の研究の発展の基礎を構築する

国際学術集会．

３）基礎科学の異分野間の交流を図り，cross

disciplinaryな討論を通じて，新しい発展を

模索する国際学術集会．

応募者資格：日本の研究機関に所属する研究

者であること（身分，経歴，年齢等は問いま

せん）

助成金額：総額800万円以内

募集期間：2015年４月１日（水）～2016年２

月26日（金）（必着）

開催時期：2018年開催予定の国際学術集会

応募書類送付先及び連絡先

公益財団法人　山田科学振興財団

〒544-8666 大阪市生野区巽西１丁目８番１号

電話　06-6758-3745（代表）

http://www.yamadazaidan.jp/jigyo/bosy

u_kokusai.html

山田科学振興財団
国際学術集会助成
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紹　介

海底マンガン鉱床の地球科学

臼井　朗・高橋嘉夫・伊藤　孝
・丸山明彦・鈴木勝彦　著

東京大学出版会 2015年２月発行，A５版,

264頁，定価3500円＋税，ISBN978-4-13-

062722-1

現在の海洋底に広範囲かつ大量に分布し，

成長しつづける「海底マンガン鉱床」は，将

来の潜在的な貴重なレアメタル資源であると

ともに，海洋での物質循環や地球環境の変遷

を明らかにする物質として注目されている．

鉱床とは，採掘して利益をあげることのでき

るものであるが，海底に存在する金属濃集体

については，現在のところ利益をあげるまで

には至っていない．実際，「海底」という単

語がつくことにより「潜在的な」という意味

あいに変わるが，将来への期待もこめて「海

底マンガン鉱床」と呼びたい．

深海底に存在する「マンガン鉱床」が注目

されだしたのは，半世紀前の1960年代のこと

である．当時，地球科学に登場したプレート

テクトニクス理論への検証のため，海洋底の

研究は，高い情熱とともに大発展した．日本

も高度成長期で，海洋鉱物資源の基礎探査を

すべく，1970年代には，調査・研究船を建造

して，中部太平洋でマンガンノジュールの系

統的な観測を実施した．しかし，その後，金

属価格が長期にわたり低迷したことと，地球

環境問題へ関心が移ってしまったために，

ルーチンの探査を除くと研究は下火になって

しまった．

しかしながら，21世紀にはいり，金属価格

グループの場合は，主たる研究者が35歳ま

でであること．）

（2）平成28年３月10日（木）までに実績報告

書の提出が可能な方

応募締切：2015年６月26日（金）

応募書類一式など，詳しくは

http://www.unzen-geopark.jp/c-event/5832

問い合わせ先

島原半島ジオパーク協議会事務局

〒855-0879 長崎県島原市平成町１-１雲仙

岳災害記念館内

Tel：0957-65-5540 Fax：0957-65-5542

山陰海岸ジオパーク推進協議会では，山陰

海岸ジオパークに関する学術調査及び研究を

募集します．多くの方の申請をお待ちしてお

ります．

１　補助対象者

大学生，大学院生，研究者等（グループに

よる参加も可能）で，山陰海岸ジオパークを

対象とした研究，調査を進める者

２　補助金の額等

（1）補助金の額

１件あたり上限20万円（７～８件）

（2）補助対象経費

１，調査研究地までの交通費及び宿泊費

２，調査研究に係る事務経費

３，その他山陰海岸ジオパーク推進協議会

会長が必要と認めた経費

（3）補助率　10/10

３　応募締切 2015年５月15日（金）

４　応募書類　下記ページよりダウンロード

をお願いします．

http://sanin-geo.jp/modules/geopark/index.

php/gakujyutu27.html

５　申込先，問い合わせ先

山陰海岸ジオパーク推進協議会事務局

〒668-0025 兵庫県豊岡市幸町７-11

兵庫県豊岡総合庁舎３階

TEL 0796-26-3783 FAX 0796-26-3785

E-mail：geopark@pref.hyogo.lg.jp

ゆざわジオパークでは，ゆざわジオパーク

をフィールドとした学術研究等を奨励するた

めに，研究費を助成する制度を立ち上げまし

た．平成27年度において学術調査，研究等を

ゆざわジオパーク
学術研究等奨励補助金の募集

山陰海岸ジオパーク
学術奨励研究の募集

計画されている方は，是非お申込みください．

補助内容：研究に関する経費（※）の総額の

10/10以内（補助金限度額30万円）

※・研究等に係る消耗品費や原材料費

・研究等をする方々の所属先から湯沢市ま

での往復交通費

・湯沢市滞在中の宿泊費，市内移動の公共

交通料金等

・研究活動等で必要な会議室等会場料

・研究活動等に必要な各種申請にかかる費

用

・研究活動等に必要な各種検査料　　など

対象となる研究等（いかに示す全ての場合と

も，ゆざわジオパークをフィールドとするも

の）：

・地形・地学に関する調査，学術研究等

・ジオパークと地域のかかわりに関する社

会学，民俗学，観光学等に関する調査，

学術研究等

・そのほか，ゆざわジオパークの質の向上

に資すると認められる調査，学術研究等

応募できる人：

・日本国内の大学または大学院に在籍する

学生または院生

・日本国内の大学，研究機関等に所属する

教員または研究員

・そのほかの人で，ゆざわジオパークの質

の向上に資する研究等が可能と認められ

る人

応募の方法等：所定の補助金申請書に事業の

計画書などを添えて応募してください．

応募先：〒012-8501 秋田県湯沢市佐竹町１-

１　湯沢市ジオパーク推進室

お問い合わせ：

電話 0183-55-8195 FAX 0183-79-5057

E-mail geopark@city-yuzawa.jp

★応募の期限はありませんが，予算の範囲内

（２件程度）ですので，お早めに応募くだ

さい．

詳しくは，http://www.yuzawageopark.

com/event-info/2015/04/09/520
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ンガンは海水中に溶存酸素が十分にあると海

水中の濃度は低くなってしまう．このような

性質から「マンガン鉱床」の成因を大きく，

①富酸素海洋型のマンガン鉱床，②無酸素海

洋型の「マンガン鉱床」と分類して，一連の

形成プロセスを模式図をまじえて解説してい

る．そして，この表層地球環境に酸素が増加

してきた先カンブリア時代における環境大激

変から現在に至る，代表的なマンガン鉱床に

ついて紹介している．

本書は，一般的向けというよりは，地球科

学に関する知識のある方が，より深く「マン

ガン鉱床」および関連事項を理解する際に，

極めて有用である．金属濃集体を通じて，地

球史的な環境変遷に興味のある方にも，お勧

めできる本であると考えられる．

（川幡穂高）

土の正体，９．クロボク土と縄文文化

土（土壌）に対する理解を深めるために，土

（土壌）の基本的な土壌学での分類（A層，B

層，C層）を解説し，さらに土壌の母材（運

積性母材，残積性母材）について述べ，新た

に，堆積母材（乾陸域の堆積物），水成母材

（陸水域の堆積物），風化母材（残積性母材）

と著者の区分を提唱している．

中緯度の日本では，成帯性土壌である森林

褐色土が半分を占め，それに次いで，クロボ

ク土が20％近いが，厚さが１メートルを越す

のは何故かと問うている．そして，土壌学で

は後氷期という気候条件で，スギやササなど

稲科からの腐植が，火山灰中のアロフェンな

どと安定な複合体をつくってできたというの

が定説であるが，それについて疑問を投げか

け，火山灰とロームについて吟味している．

一般に降下した火山灰を含む土壌を火山灰

土壌とされているが，十和田火山灰などを調

べると，降下したものと，それが再移動した

ものがある．再移動したものは火山灰質土壌

と区別すべきだと．ロームという土性区分は

粒子区分で，火山灰は含まれていない．いわ

ゆるローム層≒火山灰＝褐色土（クロボク土

を含む）がクロボク土の成因を誤らせたと述

べている．

堆積母材は基盤岩が風化し，そこから生じ

た砕屑物が多様な形で運搬されて乾陸域で堆

積したものとされている．その中には風成塵

も含まれ，日本にも黄砂が飛来している．堆

積母材の素材は黄砂や土ほこり，地表水によ

り流された土粒子，火山灰その風化二次堆積

物などである．それらの素材の主な鉱物は風

化に強い石英のほか自生，他生の粘土鉱物で

ある．また，母材（土壌）の上には植物など

とそれを分解する土壌生物がのっている．土

壌のA層の上にはAO（有機物層）がのって

いる．このAO層に混入した無機物は有機物

の分解でA層に累加され，堆積母材となって

いる．

第５章では，基盤礫，風成塵と表土，土壌

の生物による擾乱，表土のツンドラ体験，表

土の層理と構造，年代層序（酸素同位体など）

について述べ，最後に風成層の元祖の黄土を

とりあげている．第６章では，関東地域の風

成層，大阪層群と風成層，内陸部（東北地方）

の風成層が取り上げられている．第７章は山

地の地形と表土で，地すべり斜面の表土，非

地すべり斜面（急斜面と緩斜面）の表土が取

り上げられているが，新しい視点である．

第８，９章は本命のクロボク土の正体であ

る．十和田東方の中間層（火山灰と火山灰の

間の土壌）ではクロボク土の形成され始める

層準は一様ではない．それを確かめるため，

16地点を調べ，その結果，クロボク土の下位

はすべてローム質土であること，そのローム

質土の上部は，薄い範囲ながら徐々に黒みが

増し，クロボク土に変わっていることを明ら

かにした．

この漸移帯の形成を明らかにするため上限

と下限の年代を炭素同位体で求めた．その結

日本の土
地質学が明かす黒土と縄文文化

山野井　徹　著

築地書館2015年２月27日発行，サイズ

19.2×12.6 cm，245頁，定価2,300円＋税，

ISBN 978-4-8067-1492-7

本書の著者は，長年，山形大学に在勤して

各地を調査したこと，花粉分析を通しての考

古学者との交流をしたことなどにより，土に

意欲的に挑戦し，「日本の土」を書き上げた．

本書の主題は真っ黒な土，クロボク土である

が，それを明確にするため日本列島にでてい

る土全体に対象を拡大している．

目次は次の章だてある．１．地球の上の

「土」，２．「土」についての疑問，３．火山

灰とローム，４．堆積母材と土壌の形成，５．

表土の地質学，６．日本列島の形成と表土の

誕生，７．山地の地形と表土，８．クロボク

は再び急上昇し，レアメタルやレアアースの

資源安保に関する問題が生じてきたため，深

海底の「マンガン鉱床」とそれに関係する堆

積物への関心が戻ってきた．本書は「マンガ

ン鉱床」に焦点を絞って，地球上に存在する

現在と過去の海洋で形成された「マンガン鉱

床」の特徴について記したものである．特に，

筆頭著者である臼井朗博士の大学院生時代か

ら，半世紀弱にわたり携わってきた高いレベ

ルの「マンガン鉱床」に関する研究成果をま

とめるとともに，地球化学や微生物学などの

新しい観点から「マンガン鉱床」へのアプ

ローチを紹介しつつ，将来の研究テーマを抽

出するという，実質３段階の構成となってい

る．すなわち，「マンガン鉱床」の研究に関

する，これまでの成果，現在の最新情報，将

来への展望をまとめた本となっている．そこ

で，本書を読むことにより，断片的な「マン

ガン鉱床」に関する知識は，地質学・資源

学・地球化学・微生物学などに裏付けされた

系統的な「マンガン鉱床」の知識となり，最

終的に全体像を把握することができる．

本書は，６章から構成されている．第１章

は，これまでの調査・研究によって蓄積され

た「海底のマンガン濃集体」について，分布，

鉱物・化学組成，金属鉱床としての意義，そ

して，探査の歴史などの概要説明である．第

２，３章では，具体的データが示され，詳し

く解説されている．すなわち，海底マンガン

鉱床の分布・性状に関係して，形態・構造・

産状，空間分布概要，鉱物・化学組成と形態，

成長史についてのまとめがある．そして，海

底マンガン鉱床の生成環境として，海洋の物

質循環が生み出し，環境記録としてのマンガ

ン濃集体について解説がある．

第４章には，地球化学的視点から微量元素

の濃集プロセスについて解説がある．基本的

に物質が濃集するには，分子・原子レベルで

の酸化物形成，金属濃集のプロセスが重要で

あり，その基礎となる理論などについて解説

がある．さらに，化学組成，同位体などにつ

いて，新しい知見をふまえながら，過去の情

報を読み解く際の間接指標の理論的根拠にな

りうる点についても言及している．

第５章では，微生物活動の関与についてま

とめられている．半世紀前にマンガン・ノ

ジュールの研究が行われてきた際には，微生

物活動について示唆的な指摘はあったもの

の，具体的な事象についてはあまり重用視さ

れず，基本的に無機化学反応に関する方面か

らのアプローチが多かった．しかし，近年の

微生物に関する研究の大発展により，この方

面からの研究成果のまとめが解説されてい

る．マンガンは酸化還元酵素において活性化

因子となっているらしく，すべての生物に

とって必須微量元素である．今後も未知の知

見が期待される微生物の関与に関するマンガ

ンの酸化・沈着・沈積プロセスについて，最

新の情報がまとめている．

第６章では，地球史の時間レベルで，「マ

ンガン鉱床」の形成環境を総括している．マ



などの単子葉植物（ススキなど）の燃焼炭の

粉（微粒炭）であることをつきとめている．

そして，活性炭である微粒炭が可溶腐植を吸

着保持していたとの仮説をたて，実験を進め，

「クロボク土は微粒炭を一定の高密度で含み，

多量の腐植を含有する黒色化した乾陸性の表

土」という結論を得ている．

最後に，なぜ微粒炭の堆積が１万年以降の

バラバラの時期に始まったかという謎ときを

縄文文化と関連させて進めている．加藤芳朗

氏も人間的に新石器文化と関連がりそうだと

述べているが，著者はその解として，縄文人

の「野焼き，山焼き」を提案している．実際

に現在も行われている若草山，秋吉台や阿蘇

にでかけ，また現在もワラビやゼンマイを採

取するため野焼きしている場所を調べた．そ

して，後氷期になり植生が広葉樹の森林に変

わり，縄文人が定住の「住み場」の確保のた

め草原～疎林をつくり，火を使い野焼き，山

焼きをしたのではという考えに辿り着いた．

これについては考古学者の小林達雄氏の著

述などを参考にし，また実証的に，米沢市の

縄文遺跡を詳しく調べている．さらに火入れ

の場所をさがしている．このあたりはロマン

に満ちた話となっている．

読了し，紹介するのに少し苦労したが，土

の正体を明らかにするため模索した好著であ

る．足元の土を理解するために多くの人に，

とくに表土などの調査に従事している地質コ

ンサルタントの地質技術者に一読を薦めた

い．

（島津光夫）
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果，すべて下位の年代が古く，クロボク土の

漸移帯の最下部層準の年代はクロボク土の形

成し始めた時期（7000年代前）を示している．

そして，形成は気候変化のようなグローバル

な現象でなくローカルな事象の反映であると

述べている．

なお，ローム質土とクロボク土の違いは色

の違いだけだが，なにが原因か疑問で，その

一つは腐植の違いでないかと土壌学の手法で

分析している．その結果，可溶腐植が着色の

原因であるが，従来の粘土鉱物など（アロ

フェンなど）との結びつきとは考えにくく，

黒い粒子の正体は不溶性腐植（ヒューミン）

ではと考え，顕微鏡で調べ，短冊状のヒュー

ミンが認められている．さらに溶け残った

ヒューミンのもとは何かと調べたら，イネ科



ご希望の方は代金を添えて本会事務局宛お申込みください．なお，２冊以上のお申込みにつきましては送料をお問い合わ
せください．
現金書留または郵便振替　00140－8－28067

40号以前の論集については，一部在庫がございます．院生・学生４割引，正会員２割引で販売しております．ご希望の方
は学会事務局までお問い合わせ下さい．No. 40以降の論集 : 院生・学生のみ２割引

地　質　学　論　集
第 40 号　中央構造線のネオテクトニクス―その意義と問題点―．岡田篤正ほか編，250pp., 1992年12月刊，会員頒価3,200円，

〒350円
第 41 号　中部九州後期新生代の地溝．長谷義隆ほか編，192pp., 1993年６月刊，会員頒価3,100円，〒300円　※これまで売り

切れとなっていましたが，在庫が確認されましたので，再度販売を開始いたします．（2014.10.1）
第 42 号　西南日本の地殻形成と改変．小松正幸ほか編，357pp., 1993年４月刊，会員頒価3,100円，〒350円
第 43 号　浅部マグマ溜りとその周辺現象の地球科学．村岡洋文ほか編，177pp., 1994年４月刊，会員頒価2,000円，〒350円
第 44 号　島弧火山岩の時空変遷．周藤賢治ほか編，335pp., 1995年11月刊，会員頒価2,800円，〒350円
第 45 号　シーケンス層序学―新しい地層観を目指して．斎藤文紀ほか編，（売り切れました）
第 46 号　火山活動のモデル化．佐藤博明ほか編，162pp., 1996年９月刊，会員頒価 1,900円，〒300円
第 47 号　日高地殻―マントル系のマグマ活動．荒井章司ほか編，323pp., 1997年４月刊，会員頒価3,000円，〒350円
第 48 号　Cretaceous Environmental Change in East and South Asia （IGCP350） Contributions from Japan―　岡田博有

ほか編，188pp.，1997年６月刊，会員頒価 2,100円，〒350円
第 49 号　21世紀を担う地質学．新妻信明ほか編，232pp.，1998年３月刊，会員頒価 2,500円，〒350円
第 50 号　構造地質　特別号―21世紀の構造地質学にむけて―．狩野謙一ほか編， 263pp.，1998年７月刊，会員頒価2,500円，

〒350円
第 51 号　地震と地盤災害―1995年兵庫県南部地震の教訓―．岡田博有ほか編， 162pp.，1998年３月刊，会員頒価3,000円，

〒350円
第 52 号　オフィオライトと付加体テクトニクス．宮下純夫ほか編，316pp.，カラー 10pp.，1999年９月刊，会員頒価3,000円，

〒350円
第 53 号　本州弧下部地殻と珪長質マグマの生成・活動システム．加々美寛雄ほか編，401pp.，1999年11月刊，会員頒価3,900

円，〒360円
第 54 号　タフォノミーと堆積過程―化石層からの情報解読―小笠原憲四郎ほか編，197pp.，1999年12月刊，会員頒価2,900

円，〒350円
第 55 号　ジュラ紀付加体の起源と形成過程．木村克己ほか編，（売り切れました）
第 56 号　古領家帯と黒瀬川帯の構成要素と改変過程．高木秀雄ほか編，253pp., 2000年３月刊，会員頒価2,900円，〒350円
第 57 号　砕屑岩組成と堆積・造構環境．公文富士夫ほか編，240pp., 2000年９月刊，会員頒価2,800円，〒350円
第 58 号　地震イベント堆積物―深海底から陸上までのコネクション―藤原　治ほか編，169pp., 2004年12月刊，会員頒価

2,900円，〒350円
第 59 号　沖積層研究の新展開　井内美郎ほか編，212pp.，2006年５月刊，会員頒価2,400円，〒350円

リーフレットシリーズ
大地の動きを知ろう―地震・活断層・地震災害―　1995年４月発行　会員頒価200円（非会員300円）
大地のいたみを感じよう―地質汚染Geo－Pollutions 1997年２月発行　会員頒価200円（非会員300円）
大地をめぐる水―水環境と地質環境―　2001年５月発行　会員頒価300円（非会員400円）
日本列島と地質環境の長期安定性　2011年発行　会員頒価500円（非会員600円）

地質リーフレットたんけんシリーズ（同一リーフレットを20部以上購入の場合割引あり）
１．箱根火山たんけんマップ―今、生きている火山　2007年５月発行　会員頒価300円
２．屋久島地質たんけんマップ―洋上アルプスは不思議な地質がいっぱい―　2009年３月発行　会員頒価300円
３．城ヶ島たんけんマップ―深海から生まれた城ヶ島―　2010年９月発行　会員頒価300円
４．富士山青木ヶ原溶岩のたんけん―樹海にかくされた溶岩の不思議―　2014年３月発行　会員頒価300円

地質リーフレットシリーズ
１．箱根火山　2007年７月発行　会員価格1,000円（同一リーフレットを20部以上購入の場合割引あり）

下敷き : 「干渉色図表」・「偏光顕微鏡による鉱物鑑定表」（英語版）１枚200円（非会員300円）

電子書籍シリーズ
地学を楽しく！：ジオパーク・ジオツアー・地学オリンピック　　2013年12月発行　［Kindle版/PDF版］ 定価1,380円

講演要旨集ほか
第118年見学旅行案内書（2011年水戸） 会員頒価2,800円，〒500円
第117年学術大会講演要旨（2010年富山） 会員頒価4,000円，〒500円
第117年見学旅行案内書（2010年富山） 会員頒価2,800円，〒500円
第116年見学旅行案内書（2009年岡山） 会員頒価2,800円，〒500円
第115年見学旅行案内書（2008年秋田） 会員頒価2,500円，〒500円
※このほか，大会講演要旨は，2002年新潟，2003年静岡，2004年千葉，2006年高知，2007年札幌，見学旅行案内書は，

2004年千葉，2005年京都に残部があります．

フィールドノート：学会オリジナル．12×19cm．ハードカバー．レインガード使用　会員頒価１冊500円．

出　版　物　在　庫　案　内
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ながら，その不思議な図形は，現代アートとしての魅力を併せ
持っている．

さて，三嶽氏に着目されたフィールドノートの作者は，徳島
県立博物館の中尾賢一上席学芸員（地質学・古生物学）である．
中尾氏は熊本県阿蘇生まれ．小学校の時に，校庭の砂に含まれ
るバーミキュライトを加熱すると，ヒルのように変形するのに
気づいて遊んでいたそうである．大学・大学院では地質学を専
攻し，学位論文のフィールドは長崎県島原半島南部，テーマは
更新統・口之津層群の地質学的・古生物学的研究である．三嶽
氏に注目されたフィールドノートには，この口之津層群の露頭
スケッチや柱状図が詳細に描き込まれている（図２）．口之津
層群には，河川堆積物のほか，浅海域における潮流を反映した
堆積物が含まれている．トラフ型斜交層理，フレーザー層理，
波状層理といった，幾何学的にも美しい堆積構造が詳細に描き
込まれた露頭スケッチは，数学的・幾何学的センスをお持ちの
現代アート作家に，強い印象をもたらしたようである．この特
別展では中尾氏のほかに，生物分類学の２名の研究者のスケッ
チも展示されている．オオスズメバチの規則正しい六角柱状の
巣のスケッチや，昆虫の微細な脚の構造が描き込まれたスケッ
チもまた，地層の幾何学的な美しさとともに，自然界の造形の
巧まざる美しさ・不思議さを示していて興味深い．

地質屋同士のなかでも，通常はあまり見せ合うことのない
フィールドノートの地層スケッチだが，現代アート作家という，
全く意外なところから注目され，特別展に出品されることに
なった．もとより他人に見せることを意図していないスケッチ
とはいえ，スミ入れされたそのスケッチを，生物学の詳細ス
ケッチや，現代アート作家の作品とともに眺めてみると，自然
を観察し，理解するとはどういう作業なのかを，改めて考えさ
せられた．地質学だけではなく，生物学においても，博物学的
な記載や分類が，どちらかといえば疎んじられ，野外で採取さ
れた試料はただちに微粉末にされ，最先端の分析機器を用いた
分析値としてパソコンディスプレイ上に映されることになる．

「もの」に触れたり，スケッチで特徴を抽出し描画する作業は，
野外科学にとって欠かせない基本技術のはずである．このこと
の重要性を，改めて感じさせてくれた特別展であった．

文　献
中尾賢一，2007，長崎県島原半島に分布する更新統北有馬層の

堆積相と貝化石相．第四紀研究，46，341-354．
吉原美惠子編，2014，三嶽伊紗のしごと―みているもののむこ

う．徳島県立近代美術館，51p．

大学で地質学を学び始めると，野外実習のたびに，「フィー
ルドノート」の描き方を指導される．地層のスケッチは，写実
的に何でも描き込めばよいものではなく，堆積構造なり断層・
節理なり，地質学的に意味のある部分に着目して描かなければ
ならないものだが，慣れない初学者にとっては，なかなか難し
いものである．つい他人のフィールドノートをのぞき込み，真
似しようとして，先生から「取材地質学はだめだ！」と一喝さ
れてしまう．いっぱしの地質研究者になると，フィールドノー
トの記入の仕方は，個人それぞれの流儀を身につけていき，他
人のフィールドノートを拝見させていただく機会もまずなくな
る．

地質学研究に欠かせないフィールドノートだが，現代アート
作家が偶然これを見て深く興味を抱き，自分の作品と地質
フィールドノートを対比させて展示するという，一風変わった
特別展が，2014年に徳島県立近代美術館で開催された．特別展

「三嶽伊紗のしごと―みているもののむこう」（会期2014年４月
26日～６月15日）である（図１）．現代アート作家の三嶽伊紗
氏は高知県生まれ．幼い頃に聞いた救急車のサイレンが，近づ
く際に高く聞こえ，遠ざかると低く聞こえることを不思議に思
い，長じてドップラー効果を学んで腑に落ちた，という方であ
る．数学や物理の授業が楽しかったという高校時代のあと，大
学・大学院では美術を学び，芸術家としてスタートされた．個
展の名称に，「測距離－遠景の座標」（2002年），「微分する眼」

（2010年）など，数学的なタイトルを好んで用いられている．
そういえば，海岸線や断層の形状にも係わるフラクタル幾何学
やマンデルブロー集合は，もともとは複雑系科学の用語であり

現代アートと
地質フィールドノート

西山賢一（徳島大学大学院）

図１　地質フィールドノート，生物スケッチなどが展示された美術

館の展示ケース

図２　展示された地質フィールドノート（コピー）．北有馬層の堆

積構造．



日本地質学会News 18（４）10

○ 「科学と人間生活」においても，地震・火山活動の発生機
構としてのプレートテクトニクス理論を扱っていただきた
い．

１．前回の学習指導要領改訂について

高等学校における理科は将来の日本を背負って立つ高校生に
とって必須であり，高校生が自然科学の基礎を偏りなく学習す
ることが求められます．前回の学習指導要領改訂において高校
理科の履修基準が大幅に見直され，理科関連科目の選択数が増
加しました．日本地質学会としては，前回の改訂以前に比べて
地学関連科目の履修者が増加したことを大いに評価していま
す．

また，知識・技能を活用する学習や探求する学習の重視，地
学と日常生活・社会との関連性の重視をより強調した点も評価
できます．例えば，新設の「地学基礎」の目標には，「日常生
活や社会との関連を図りながら…」という文言が入り，「地学
基礎」の教科書において炭素サイクル，オゾン層破壊，温暖化
問題，自然災害などの記述内容が充実しました．このことは，
地学に関わる自然現象が日常生活と密接に関わっていることを
高校生に示すものであり，高く評価できます．

学習内容に関しては，「地学基礎」および「地学」の扱う内
容がバランス良く配置されており，「地学Ⅰ」，「地学Ⅱ」の組
み合わせの時よりも良くなったと考えられます．

２．次期学習指導要領改訂について

（1）履修基準に関して

前回の改訂により，地学関連科目のうち，「地学基礎」の履
修者数が「地学Ⅰ」の履修者数に比べて増加した点を評価して
います．そして，次期改訂により地学の履修者がさらに増える
ことを期待しています．高校理科の現状をみると，地学を学ぶ
生徒は理科の他の科目に比べて少なく，地学の学習は中学校の
理科で最後という生徒も多いのが現状です．中学校までの理科
では，物理・化学・生物・地学の各分野を体系的に学習するこ
とにより，自然の事物・事象に関する科学的な見方や考え方を
バランスよく育む状況が整っています．地学では物理学，化学，
生物学の原理・法則と整合性を持ちつつ，総合的な視点で自然
を理解させることができます．また，多くの内容について能動
的な学習が可能であることから，地球を対象としたグローバル
な視点を養うとともに，温暖化現象などの地球規模で起こる問
題について考えさせるのに適しています．そこで，高校におい
ても基礎を付した４科目の必修化によって自然科学全般の学習
が継続して可能となることを切望します．

（2）学習目標について

現行の「地学基礎」には「地球の環境」という内容が新設さ
れ，地球環境と自然災害，および，それらと人間との関わりを
強く意識した内容が盛り込まれています．この内容は次期学習
指導要領においてもぜひ継続していただきたいと思います．

また，現行の「地学基礎」の目標には，“日常生活や社会と
の関連を図りながら地球や地球を取り巻く環境への関心を高
め”，“地学の基本的な概念や原理・法則を理解させ，科学的な
見方や考え方を養う”，“地学的に探求する能力と態度を育てる”
とあり，たいへん理にかなった記述となっています．目標が達
成されれば，日々の生活において自然を観る力や防災・減災へ
の意識がついてくることが期待されます．身近で起こっている
地学現象を単に知っているということにとどまらず，科学的に

（原理から演繹的に，あるいは，事実から帰納的に）捉えるこ

次期学習指導要領改訂に関する要望書を

文科大臣に提出

次期学習指導要領改訂を前に，将来の日本を背負って立つ高
校生の立場にたった要望書を文部科学大臣に提出いたしました
ので，お知らせいたします．

要旨：
○　高校理科の基礎４科目の必修化による，自然科学全般の学

習．
○　前改訂により地学関連科目の履修者が増加した点は評価．
○　「地学基礎」における地球環境・自然災害と人間との関わ

る内容の継続．
○　「地学基礎」に野外調査，地質図，土壌・土と地質災害に

ついて追加．
○　自然災害に関する教訓を「科学と人間生活」に追加．
○　「科学と人間生活」に，地震・火山活動の発生機構として

のプレートテクトニクス理論の追加．

-----------------------------------以下本文-----------------------------------

文部科学大臣　　　　　　　下村　博文　様
第８期中央教育審議会会長　北山　禎介　様

拝啓

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます．
さて，先般の学習指導要領改訂から７年（高等学校にあって

は６年）が過ぎ，次期学習指導要領の改訂に向けた作業が始動
していることと存じます．私たち日本地質学会は，このたび，
特に高等学校理科に関して，現行学習指導要領の評価と次期学
習指導要領改訂に向けた改善案について検討致しました．つき
ましては，以下に「次期学習指導要領改訂に関する要望」とし
て提出致しますので，ぜひともご高配を賜りたく，お願い申し
上げます．

敬具

平成27年３月31日
一般社団法人日本地質学会
会長　　　　　井龍　康文

次期学習指導要領改訂に関する要望

＜要旨＞
○ 前回の学習指導要領改訂により高等学校における地学関連

科目の履修者が増加したことを大いに評価しております．
○ 基礎を付した４科目の必修化により，高校においても自然

科学全般の学習が可能となることを切望します．
○ 現行の「地学基礎」における地球環境・自然災害と人間と

の関わりを強く意識した内容は次期学習指導要領において
も継続していただきたい．

○ 「地学基礎」に野外調査の初歩および地質図の活用，土
壌・土と地質災害についての学習を盛り込んでいただきた
い．

○ 前回の改訂以降に我々が得た自然災害に関する教訓を「科
学と人間生活」に盛り込んでいただきたい．

意見・提言



とができる能力を付けてもらいたいと願います．地学現象を観
るときに「なぜ」，「どのようにして」という疑問が出てくるよ
うになることが重要です．そこで，特に，地質学分野では野外
観察や標本観察などと合わせて学習がなされることが望まれま
す．また，ジオパークや自然史系博物館の積極的な活用も推奨
いたします．

一方，「科学と人間生活」では，科学の応用分野の内容で終
わっているという印象を持ちます．「科学と人間生活」におい
ても自然現象に関する科学的な原理にまで掘り下げた学習を展
開しながら，生徒の興味・関心を喚起し，探求する能力と態度
を育てることが重要と考えます．

（3）次期学習指導要領の学習内容について

「地学基礎」

地質学分野における知見の多くは野外調査を基礎として得ら
れています．しかし，従前の「地学Ⅰ」にあった地質調査法と
地質図の学習が現行の「地学基礎」にはありません．地質図の
作成法の詳細な説明までは必要とはしませんが，野外調査の初
歩および地質図の活用について盛り込んでいただきたいと思い
ます．

高等学校学習指導要領解説には，「自然災害の予測や防災に
ついては，地域の実例について触れ，その中で地域のハザード
マップなどを活用することが考えられる．」とあり，どの教科
書にもハザードマップや活断層マップが掲載されています．理
科の学習として地質災害を理解する際には，地質図に示された
地盤情報の活用を推奨します．地質図はインフラ整備や資源探
査など実に様々なところで役立っており，実社会の基盤情報と
して不可欠な地図です．また，火山噴火や地滑りなどの地質災
害が「なぜ」起こるのか，「どのようにして」起こるのかを探

求する場合にも「地質図」が必要となってきます．したがって，
ハザードマップとともに地質図の活用も学習内容に盛り込んで
いただきたいと思います．

また，「地学基礎」の学習内容となっている自然災害や自然
景観など，人間の生活に関わることの多くは地球表層の地質や
岩石の風化などと深く関係しており，地球表層を覆う土壌・土
の成因について，化学，物理，生物学的作用と関連付けて理解
する必要があります．次期学習指導要領では土壌・土の学習が
地質災害との関連で取り扱われることを要望します．

「科学と人間生活」

前回の改訂以降，私たち日本人は，東北地方を襲った地震・
津波，広島の土砂災害，御嶽山の噴火など，想像を絶する困難
に直面しました．この間，地球表層における地質学に関わる自
然観の重要性を再認識させられました．そして，人々の防災に
関する意識もずいぶんと変化してきていると思われます．我々
が得た自然災害に関する教訓を「科学と人間生活」に盛り込む
べきであると考えます．

今日，地球表層の地学現象はプレートテクトニクス理論に関
連づけることで理解されています．現行の「科学と人間生活」
の“身近な自然景観と自然災害”では，流水の作用，地震・火
山活動が取り挙げられていますが，それらの現象とプレートテ
クトニクス理論との関連については触れられていません．「科
学と人間生活」においても，地学現象を科学的な原理にまで掘
り下げて説明されるべきであり，地震・火山活動の発生機構と
してだけでなく，生物地球化学循環までも説明しうるプレート
テクトニクス理論について触れることを要望します．そうする
ことで，生徒の興味・関心や理解もより深くなることを期待い
たします．
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☆地学オリンピック支援委員会

地学オリンピックキャラクターデザインコンテスト入賞作品発表

地学オリンピック日本委員会では，日本地質学会との共催で中学生・高校生を
対象としたキャラクターデザインコンテストを実施しました．応募総数43作品の
うち，入賞作品１点が決定いたしました．またこのほか，一次審査を通過した12
作品を佳作として表彰しました．

＜入賞作品の応募者＞
萱野真子さん　三重県立桑名高校２年（学年は応募受付時点）

キャラクター画像など詳しくは，日本委員会HPをご覧下さい．
http://jeso.jp/

委 員 会 だ よ り

狡地学オリンピック日本委員会
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月　June
○地質学史懇話会
６月20日（土）13:30～17:00

場所：北とぴあ８階803号室（北区王子）

澁谷鎮明：朝鮮時代の地誌と古地図に見る

「気」と「脈」による国士認識／中陣隆夫：

「田山利三郎の海洋地質学―業績と評価」

問い合わせ先：矢島道子〈pxi02070@nifty.com〉

月　July
○第52回アイソトープ・放射線研究
発表会
日本地質学会　共催

７月８日（水）～10日（金）

会場：東京大学弥生講堂（文京区弥生１-１-１）

http://www.jrias.or.jp/

○第13回微量元素の生物地球化学に
関する国際会議
日本地質学会　後援

７月12日（日）～16日（木）

場所：福岡国際会議場

http://www.icobte2015.org/index.html

○第19回国際第四紀学連合大会
（INQUA 2015）
日本地質学会　共催

７月27日（月）～８月２日（日）

場所：名古屋国際会議場

http://inqua2015.jp/

月　August
○IGCP608 第3回　国際シンポジウ
ムおよび第12回中生代陸生生態系シ
ンポジウム
８月16日（日）～18日（火）

場所：中国瀋陽，瀋陽師範大学

http://igcp608.sci.ibaraki.ac.jp/

月　September
★日本地質学会第122年学術大会
（2015長野大会）
９月11日（金）～13日（日）

プレ巡検：10日（木）

ポスト巡検：14日（月）～15日（火）

場所：信州大学工学部（長野市若里キャンパ

ス）ほか

○第４回アジア太平洋ジオパークネ
ットワーク山陰海岸シンポジウム
日本地質学会　後援

９月16日（水）～20日（日）

会場：豊岡市民会館，鳥取環境大学ほか

http://apgn2015-jpn.com/

○第32回歴史地震研究会
９月21日（月・祝）～23日（水・祝）

会場：京丹後市峰山総合福祉センター

http://sakuya.ed.shizuoka.ac.jp/rzisin/menu

7.html

９

８

７

６

2015.４～

地球科学分野に関する研究会，学会，国

際会議，などの開催日，会合名，開催学会，開

催場所をご案内致します．会員の皆様の情

報をお待ちしています．

★印は，日本地質学会行事．

2015年
月　April

★関東支部：2015年度総会/地質技術
伝承講演会
４月18日（土）

場所：北とぴあ　第１研修室（東京都北区王子）

http://kanto.geosociety.jp/

○北極科学サミット週間2015
４月23日（木）～30日（木）

場所：富山国際会議場

http://krs.bz/scj/c?c=98&m=21728&v=30e

dcf72

○日本堆積学会2015年つくば大会
４月24日（金）～27日（月）

会場：筑波大学大学会館

http://sediment.jp/

月　May
○環境資源システムを支えるジオサ
イエンス
５月８日（金）9:30～17:00

場所：早稲田大学理工キャンパス

https://sites.google.com/site/geosciencetok

yo/home

○第166回深田研談話会　世界遺産富
士火山の自然と防災
５月15日（金）15:00～17:00

会場：深田地質研究所　研修ホール

講師：小山真人（静岡大学教授）

http://www.fgi.or.jp/

★2015年度春季地質調査研修
５月18日（月）～22日（金）４泊５日

研修場所：千葉県君津市及びその周辺地域

http://www.geosociety.jp/

★一般社団法人日本地質学会第７回
（2015年度）総会
５月23日（土）14:50～15:50

場所：北とぴあ（東京都北区王子）

○日本地球惑星科学連合2015年大会
５月24日（日）～28日（木）

場所：千葉県　幕張メッセ　国際会議場

http://www.jpgu.org/meeting/index.htm

５

４

○Arthur Holmes Meeting-Tsunami
Hazards and Risks: Using the
Geological Record
日本地質学会　共催

９月25日（金）

場所：The Geological Society（英ロンドン）

プレ巡検：22日（火）～23日（水）

http://www.geolsoc.org.uk/ahm15

○第10回アジア地域応用質学シンポ
ジウム
日本地質学会　後援

９月26日（土）～27日（日）

場所：京都大学宇治おうばくプラザ

http://2015ars.com/

月　October
○国際シンポジウム「沈み込み帯堆積
盆地のリソスフェア・ダイナミクス」
日本地質学会　後援

10月５日（月）～７日（水）（10月８日～９

日：地質巡検）

会場：東京第一ホテルシーフォート（品川区

東品川）

http://wwweprc.eri.u-tokyo.ac.jp/news/

index.1.html

○第８回アジア海洋地質会議（ICAMG-8）
10月５日（月）～10日（土）（巡検を含む）

場所：韓国済州島，JEJU GRAND HOTEL

http :// icamg-8 .k igam.re .kr/ICAMG/

index.jsp

○第30回ヒマラヤ・カラコルム・チベ
ットワークショップ（30th HKT 2015）
10月６日（火）～８日（木）

場所：Wadia Institute, Dehra Dun, India

野外巡検：５日，９日～12日

http://www.hktwadia2015.org/

○国際ゴンドワナ研究連合（IAGR）
2015年総会及び第12回ゴンドワナか
らアジア国際シンポジウム
10月21日（水）～23日（金）

場所：筑波大学

http://www.geol.tsukuba.ac.jp/̃gansekihp/I

AGR2015/ 

○IGCP589「アジアにおけるテチス
区の発達」第４回国際シンポジウム
10月26日（月）～27日（火）

ポスト巡検：10月28日（水）～11月1日（日）

場所：チュラロンコン大学（タイ・バンコク）

http://www.igcp589bangkok.org/

月　November
○第31回ゼオライト研究発表会
日本地質学会　協賛

11月26日（木）～27日（金）

会場：とりぎん文化会館（鳥取市尚徳町）

http://katalab.org/31zeolite/
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ご好評いただいております，学会オリジナル
フィールドノートは，名入れサービスも承りま
す（有料）。
ビニールコーティングの表紙は，水や摩擦・衝
撃にも強く野外調査に最適です。ぜひご活用く
ださい。
　サイズ：12×19cm．
　中：レインガード紙使用．2mm方眼．
　カバー：ハードカバー，ビニールコティング，
　金箔押し．
　色：ラセットブラウン（小豆色）

東京大
学　地

球惑星
環境学

科

コース
修了記

念
東京大

学　地
球惑星

環境学
科

コース
修了記

念

学会オリジナルフィールドノート　好評発売中！

名入れサービス承ります

ご注文・お問い合わせは，学会事務局まで <main@geosociety.jp>

卒業記念やイベントでのグッズに！
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Island Arc編集委員長およびGeochemistry, Geophysics, and
Geosystems編集委員による講演

日時：2015年５月25日（月）17:20～18:10
会場：幕張メッセ国際会議場（日本地球惑星連合2015年大会内）
３階・301B
主催：ワイリー

参加方法：専用サイト bit.ly/JGUworkshop2015から事前申し
込み（参加費無料）

ワークショップ概要：論文の著者・査読者・論文誌の編集委員

の三者は，学術出版を通じて良質な研究成果を研究者コミュニ
ティに迅速に届ける上で，それぞれ重要な役割を担っています．
この論文投稿ワークショップでは，論文著者が正しい論文構成
法と査読プロセスについて理解を深められるよう，国際的な学
術英文誌２誌の編集委員が講師としてアドバイスします．これ
ら２点を十分に理解することで，著者はより迅速に採択・出版
されるために差をつけるヒントを得ることができるでしょう．
また良質な論文をスムーズに出版する確率を高めることもでき
るはずです．両講師は，編集委員を務める英文誌とその対象領
域についても紹介します．

出版社ワイリー（Wiley）は，両講師が編集委員を務める日
本地質学会機関誌 Island Arcおよび American Geophysical
Union機関誌 Geochemistry, Geophysics, Geosystemsを出版し
ています．

プログラム
１．Presentation from Wiley’s journal；Island Arc 編集委員

長 海野　進（金沢大学）
２．Presentation from AGU Journal； Geochemistry,

Geophysics, and Geosystems 編集委員 横山祐典（東京大
学）

※講演ごとに質疑の時間を設けます
※日本語での講演となります

論文ワークショップお知らせ

Island Arcの出版社であるWileyでは，下記
論文投稿ワークショップを企画しています．連
合大会に参加される会員の方は，是非本ワーク
ショップにもご参加下さい．

論文投稿ワークショップ －論文構成法と査読
プロセスを理解しよう
（Tips on Structuring Your Article & the Peer
Review Process）

訃　報

次の方々が逝去されました．謹んで哀悼の意を表します．

名誉会員 野沢　保（３月28日） 正会員 駒井　潔（１月28日）
豊原富士夫（２月18日）
土　隆一（４月２日）



撮影場所：԰ٱౡ町宮೭Ӝシーαイυϗテル԰ٱౡ下のւ؛
講評：ࠨ൒෼にはւԊいの切りཱったଯੵؠ૚を，右൒෼に໌るくর໌を౰
てたੜࠟ化ੴζーϑΟコスを഑置させることによって，わかりやすくඒしい
作品に࢓上͛ています．撮影場所は԰ٱౡ宮೭Ӝߓの近くにあり，ߦきやす
いので，࣮ࡍに訪れてੜࠟ化ੴζーϑΟコスを࢒した太ݹの深ւఈでのੜ物
のӦみをײじたくなります．
．ਅͱして掲載していますࣸࢴのදࢽ༏ल৆はຊ࠷※

　このコンテストは今年で 6年目を迎え，応募数は
417点，昨年の294点を大きく上回りました．応募
者の約80％は日本地質学会の会員以外で，ジオフォト
が一般の人々にも受け入れるようになったのは嬉しいこ
とです．
　今年の最優秀賞は鶴田重房氏の「太古の足跡」です．
生痕化石というあまり一般にはなじみの薄い分野の作品
でしたが，一般の人にも生痕化石が理解してもらえるよ
うに工夫された画面構成が評価されました．優秀賞の岩
田尊夫氏の「等高線の台地」は定期便からシベリア洪水
玄武岩をとらえた作品です．評者は今までこれほどはっ
きりとシベリア洪水玄武岩をとらえた作品を知りませ
ん．偶然に撮影されたとのことですが，作者の頭に洪水
玄武岩の位置や形状などが頭にしっかり入っており，執
念深く狙っていたかのような素晴らしい作品です．
　今年からはスマホ賞を新設し，簡単に応募できるよう
にしましたが，スマートフォンからの応募はわずか24
点で低調でした．スマートフォンカメラの性能向上によ
って高品質の写真が撮れるようになったので，来年はも
っと気軽に応募してほしいものです．

（講評：審査委員長　白尾元理）

惑星地球フォトコンテスト審査結果第6回第6回 惑星地球フォトコンテスト審査結果

༏ल賞：ׯைͷؠߌڮ
　ླ໦จ୅（࿨Վ山県）

撮影場所：࿨Վ山県۲本町ؠߌڮ
講評：ؠߌڮは，٢野۽野国ཱެԂの中にあり，風景写真として数多くの写真が撮影されていますが，この写真で
はखલのリοプルϚーΫ（࿂ࠟ）がଘײࡏをࣔしています．ࣼ光によってリοプルϚーΫがڧௐされるとともに，
੨ۭをバοΫにӄ影に෋Μͩؠߌڮが印象的です．

ͷ଍੻ݹ༏ल賞：ଠ࠷
　௽田ॏ๪（ࣛࣇౡ県）

p00_フォトコンテスト.indd   14 2015/04/21   9:41



撮影場所：ϩシΞ，ΫラスϊϠルスΫ地ํ，中ԝシϕリΞݪߴ๺੢෦上ۭ
講評：見たॠ間は風໲かと思いましたが，ඈػߦの૭とエンジンが写っているので，ఆظศから撮影したスケール
の大きな作品であることがわかります．シϕリΞߑਫݰ෢ؠは，シϕリΞ・トラοプともݺばれていますが，トラ
οプとはス΢Σーσンޠで֊ஈのこと．৵食された༹ؠஅ໘が太陽光にরらされてًき，トラοプとݺばれるΏえ
Μがよくわかります．

撮影場所：੩Ԭ県下田市田ڇαンυスΩー場
講評：രൃ的な噴火を物ޠる太ݹのւఈଯੵ物のલにあるのは，ւ؛からڧ風にӡばれてきた࠭
でできたࣼ໘．お෕さΜと子ڙ（ʁ）が，背景の地૚には見޲きもせͣにそり༡びにڵじている
ようすがඍসましくײじられます．ࣼ܏した地૚とそりの׈り੻が対র的で，作品を印象深くし
ています．

༏ल賞：౳ߴઢͷ୆஍
（౎ژ౦）田ଚ෉ؠ　

ジオύーΫ賞：ଠݹͷ੻ͷ࠭׈Γ
　஛೭಺ൣ໌（੩岡県）
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入選：ࣗવͷ଄ܗ　　山本࿨ܙ（෱岡県）
撮影場所：Ѩો山࿢

講評：Ѩો中岳ୈ１火ޱはࡢ年Նから噴火活動が活ൃで，そ
れまであった஑がׯ上がり，火山փをप囲にまきࢄらしてい
ます．この作品はѨો山ϩープ΢Σイ山頂Ӻから少し下った
場所から౦ଆのୈ̐火ޱを撮影したものです．ࡢ年݄̔から
この地Ҭはཱ入ࢭېとなっています．ここに写っている白い
ଯੵ物も(PPHMF�&BSUI で見ると黒い火山փに෴われてしま
い，まさに地球がੜきていることをײじさせます．

入選：ւ上ͷଟ໘ମ　　ീ໦ӳ༤（宮৓県）
撮影場所：宮৓県ੴר市白඿ິ
講評：ඃ写体は，数1�̼の大きさはありそうですが，Ͳのようにしてこのような多໘
体にׂれるのか，この場所にやってきたのか，೾のਁ食に଱えられるのか，というಾղ
きに௅Μでみたくなります．

入選：ઍ৞ෑ
　山୅େ໦（ؠख県）
�（தֶɾߍߴੜ෦໳ΑΓ）
撮影場所：ؠख県זੴ市箱崎൒ౡ
講評：この作品は中・ߍߴੜ෦໳での応募ですが，中ߍߴੜにしてはまとまり
ա͗ているので，もう少し๯ݥがあってもよいかもしれませΜ．今回のコンテ
ストでは，この作品にݶらͣ，撮影ऀのコϝントがしっかりॻかれている作品
が多いのは৺ڧいことです．地質や地形の撮影を௨して地質ֶ΁の理ղを深め
てもらうことも，日本地質ֶ会がこのϑΥトコンテストを主࠵する大きなҙٛ
です．

入選：Ӣ　　໺ޱֆະ（౦ژ౎）（தֶɾߍߴੜ෦໳ΑΓ）
撮影場所：౦ژ౎あきる野市秋川Ӻ
講評：形の໘白さがこの作品のັ力です．スケールがないためにかえって神ൿ的で，୊
໊を見るまではӢとは思いませΜ．それにしてもົحなӢです．ັ力的な作品ですが，こ
のコンテストの入બに஋するかͲうかはબߟのࡍにも賛൱྆࿦のҙ見がありました．݁
．このような大気現象も࿭੕地球をಛ௃͚ͮる要ૉという൑அで入બとしました，ہ

入選：ๅ永山Րޱ　　ฏҪ݈࢘（੩岡県）
撮影場所：෋࢜山表ޒޱ合໨よりๅӬ山༡า道
講評：ๅӬ火ޱは，山頂火ޱよりも大きな෌࢜山࠷大の火ޱで，
この作品は෌࢜宮ޱ࿡合໨をܦてๅӬ火ޱの੢ԑの入ޱからๅ
Ӭ火ޱの全体を撮影したと思われます．ࠨの火ޱนにはݹい࣌
୅の༹ྲྀؠとそれをਨ௚に؏く܈຺ؠが，さらにそのᇍには෋
࢜山頂が，右खલにはݹい地૚が࣋ͪ上͛られたๅӬ山の੺ؠ
があります．全体的にམͪணいた৭ௐの֨ௐߴい作品に࢓上が
っています．

εϚホ賞※：ऊ೤ͷ୩
（神奈川県）࠸Ӝխࡾ　
　（தֶɾߍߴੜ෦໳ΑΓ）�
撮影場所：箱根町大涌谷箱根ϩープ΢Σイより
講評：スϚートϑΥンについているΧϝラの進าもஶしく，1���ສըૉҎ上
で露出ิਖ਼，ύϊラϚ，઀写もできるものも多く，1�年લのڃߴσジΧϝҎ
上のੑೳをඋえています．ϩープ΢Σイから撮影されており，地上から撮影し
た大涌谷とはҧった全体૾がとらえられています．見上͛るような冠ヶ岳の഑
置もよかった．
※�ジオϑΥトがより਎近でより਌しみやすいものとなるよう，またνャンスを
ಀさない৽たなࢹ఺の作品౤ߘにつながるよう，ܞଳ，スϚートϑΥンでの
撮影作品を対象に表彰します．
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佳作：惜しくも入選には至らなかったものの，より多くの優れたジ
オフォト作品を発掘するために「佳作」を設けました．今年は下記
の 16 作品が選ばれました．作品の画像は WEB 上でご紹介します． 
　佳作「自然の造形」佐藤　忠（東京都）
　佳作「漂礫岩堆積物の山」加藤智津子（東京都）
　佳作「異なる食材を使った地層の変形実験」藤内智士（高知県）
　佳作「半化石の浜」天沼　彩（神奈川県）
　佳作「大地を引き裂いた証拠：正断層」三木　翼（福岡県）
　佳作「大空を映して」藤松政春（佐賀県）
　佳作「中綱湖畔の春」横山俊治（高知県）
　佳作「モーリタニア鉄道」宮森庸輔（東京都）
　佳作「伊豆石と街並」蓑和雄人（静岡県）
　佳作「悠久の時を語る岩達」伊良部描理（沖縄県）
　佳作「nisey（ニセイ）」國分麻衣子（北海道）
　佳作「光跡」高山幹弘（大分県）
　佳作「夕暮れのくじゅう」田中雅士（東京都）
　佳作「岩にしみ入る波」玉城義和（沖縄県）
　佳作「バッド・ウォーター」渡瀬正章（和歌山県）
　佳作「大自然の造形」荒井俊明（京都府）

※�入選作品，佳作の各作品画像や地質学的解説は学会ホームページ
「地質フォト」のページに掲載しています．

ジオ鉄賞※：ロートホルン登山鉄道
　吉田　宏（神奈川県）
撮影場所：スイス・ブリエンツ
講評：列車主体の作品がいくつかありましたが，ジオ鉄写真では列
車や鉄路を対象にした「鉄」に加えて，地形や地質を対象にした「ジ
オ」を写しこむ必要があります．応募数は少ないながら「ジオ」と
「鉄」のバランスのとれた力作が多くありました．ジオ鉄賞は4枚
の組み写真で応募された作品ですが，組み写真としてではなく氷河
地形を背景にした登山鉄道を表現した1枚の写真が評価されたもの
です．（上野将司：深田研ジオ鉄普及委員会）
※�今回より深田研ジオ鉄普及委員会より本コンテストに協賛を頂
き，あらたに「ジオ鉄」賞を創設しました．鉄道と地球の姿を組
み合わせた優れた「ジオ鉄」作品を表彰します．

入選：柱状節理　　永友武治（宮崎県）
撮影場所：宮崎県えびの市
講評：柱状節理の自然露頭は全国各地にありますが，自然露頭では
長年の間に風化が進み，シャープさがなくなっているものですが，
この柱状節理は切り出したばかりの印象的な露頭です．3枚の内１
枚に人物をスケールとして入れたのは良かったのですが，人物を右
端に寄せるとなお良かったと思います．

入選：立ち上る白煙　　岡本芳隆（神奈川県）
撮影場所：神奈川県足柄下郡箱根町　大涌谷
講評：箱根の大涌谷を訪れると中国をはじめ外国からの観光客が多
いのにびっくりしますが，彼らが黒玉子を食べ，噴気活動を眺め，
はしゃいでいるようすを見ると火山国日本を漫喫してくれているよ
うで嬉しいものです．そのすぐ近くから撮影したのがこの作品です．
太陽が冠ヶ岳にかかる位置をねらって逆光を軽減し，白い噴気や秋
の大涌谷の雰囲気をうまく出しました．
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第6回惑星地球フォトコンテストほか入選作品展
示会

日時：６月13日（土）15時頃～６月27日（土）午前中
場所：銀座プロムナードギャラリー（中央区銀座４丁目地内
東銀座地下歩道壁面）
本年（第６回惑星地球フォトコンテスト）をメインに過去の入
選作品も展示します．皆様お誘い合わせの上是非お越し下さい．
http://www.photo.geosociety.jp/

2015年の「地質の日」学会関連のイベントをご案内します．
イベントの情報は，学会HP< http://www.geosociety.jp>で
随時更新していますので，あわせてご覧下さい．

★日本地質学会

「日本の地質学：最近の発見と応用2015」
Recent progress in geological science in
Japan, 2015

主催：一般社団法人日本地質学会
日時：2015年５月23日（土）12:40～14:40
会場：北とぴあ第１研修室（東京都北区王子）

プログラム（順番は変わる可能性があります）
・「デジタル岩石物理を用いた新しいアプローチによる地質・

水理特性の定量化への試み：実験とシミュレーションの融
合に向けて」 辻　健（九州大）

・「伊豆-小笠原前弧域から採取されたかんらん岩から推測さ
れる島弧初期の上部マントル構造」 針金由美子（産総研）

・「島弧の熱構造とエネルギー抽出－超臨界地熱掘削－」
土屋範芳（東北大）

・「H26年広島土砂災害、土石流災害の実像に迫る－地質屋の
役割－」 横山俊治（高知大）

本講演会への参加は，CPDの対象となります（CPDH：２単
位）．
参加費：会員無料，非会員500円．

当日は，同会場にて以下の行事が予定されています．
・第６回惑星地球フォトコンテスト表彰式（11:00～12:00）

※作品展示有り
・一般社団法人日本地質学会第７回総会（14:40～15:50）

※正会員は，総会に陪席することができます．

★日本地質学会講演会

晴海通り

昭
和
通
り

銀
座
通
り

地下鉄東銀座駅 地下鉄銀座駅

三越

松屋

歌舞
伎座

銀座
プロムナード
ギャラリー
（地下道）

街中ジオ散歩 in Tokyo「等々力渓谷の地質と人の関わり
徒歩見学会」（５/10 実施予定）は，定員に達しましたの
で，申込受付を終了いたしました．多数のお申込をいただ
き，ありがとうございました．

札幌の過去に見る洪水・土砂災害

札幌は自然災害の少ない
街との印象がありますが，
過去には大規模な洪水災害，
震度６程度と推定される地
震，強烈な台風などがあり
ました．本展では，洪水災
害を中心に札幌周辺の自然
災害について展示・解説し，
自然災害への備えの重要性
を喚起します．

期間：2015年４月28日（火）
～５月31日（日）開館時
間９:00～17:00
月 曜 日 は 休 館 日 で す ．
GW連休中の休館日は７日（木）のみです．

会場：札幌市資料館１階　大通西13丁目
お問い合わせ先：札幌市博物館活動センター（電話：011-200-

5002）入場無料
主催：「地質の日」展示実行委員会
共催：北海道大学総合博物館・日本地質学会北海道支部・産総

研地質調査総合センター・道総研地質研究所・北海道博物
館・札幌市博物館活動センター・北海道地質調査業協会　

協力：国土地理院北海道地方測量部・株式会社シン技術コンサ
ル・株式会社アイピー 地質情報室・一般財団法人宇宙シス
テム開発利用推進機構

関連イベント　
＊市民セミナー：会場はともに，札幌市資料館２階研修室．入
場無料/申込不要/座席数54席（立ち席可）

１）「札幌周辺の地震活動」笠原　稔氏（北大名誉教授）５
月２日（土）14:00～15:30

２）「札幌市民が学ぶ広島土砂災害」田近　淳氏（株式会社
ドーコン）５月９日（土）14:00～15:30

＊市民地質巡検「札幌の洪水跡を訪ねる」
日時：５月24日（日）10:00～15:00（予定）
巡検コース：中島公園を中心に豊平川沿いに徒歩で巡検
定員：30名
参加費：300円（保険代・資料代）

★北海道支部　記念企画展示

問い合わせ先（世話人）
斎藤　眞（常務理事）・竹内　誠（行事委員長）
e-mail；main@geosociety.jp

※講演要旨を本誌20－21ページに掲載しています．



解説します．お持ち帰り用の岩石・鉱物・化石などもご用意し
ます．

日時：2015年５月10日（日）11:00～16:00
主催：愛媛大学理学部地球科学科・日本地質学会四国支部
協賛：愛媛大学理学部
後援：日本地質学会
会場：愛媛大学ミュージアム中庭（松山市文京町３）（※雨天

の場合は，多目的室）
問い合わせ先：愛媛大学大学院理工学研究科　堀　利栄　

089-927-9644 shori@sci.ehime-u.ac.jp

巡検申込方法：はがき（060-0001 札幌市中央区北１条西９
丁目リンケージプラザ５階宛）・FAX（011-200-5003）・
e-mail（museum@city.sapporo.jp）により，住所・氏名・
年齢・連絡先をそえて，札幌市博物館活動センター宛お知
らせください（５月14日必着・多数時抽選）抽選の結果は
全員に郵送等でお知らせします．

★近畿支部　第32回地球科学講演会

「阪神淡路大震災以降の近畿の活断層研究」

1995年兵庫県南部地震（M7.3）は死者6400名を越す未曽有の
大災害を発生させましたが，これは六甲・淡路島断層帯の活動
によるものでありました．この地震を引き起こした既知の活断
層（野島断層）が淡路島北西側沿いに鮮明な断層変位を出現さ
せ，活断層調査の必要性を広く認識させることとなりました．
これを契機に地震調査研究推進本部が政府に設立されるととも
に，基盤的調査観測の活断層として98本（後に110本に追加）
が選定され，これらを中心に各種の詳細な活断層調査が実施さ
れてきました．約10数年にわたる調査・研究の成果を総合的に
取りまとめて，各活断層（帯）の位置や形状，活動履歴や長期
的な発生時期の評価，地震規模，強震動の予測なども公表され
てきました．その後も補完的な調査も実施されてきていますが，
近畿地域における主要活断層の調査研究の成果や残された問題
点について紹介します．

主催：日本地質学会近畿支部・大阪市立自然史博物館・地学団
体研究会大阪支部

日時：2015年５月10日（日）13:30～15:30（受付は12:30から）
場所：大阪市立自然史博物館講堂
対象：どなたでも参加できます
講師：岡田篤正氏（京都大学名誉教授・立命館大学客員研究員）
申込：不要．ただし先着順．受付は12:30から会場前で行いま

す．
定員：250名（先着順）
参加費：無料（博物館入館料必要）

問い合わせ先：大阪市立自然史博物館
TEL 06-6697-6221 FAX 06-6697-6225
メール<monitor@mus-nh.city.osaka.jp>

★三浦半島活断層調査会

地質の日記念観察会：深海から生まれた城ヶ島

三浦半島最南端の城ヶ島は風光明娼な観光地として知られて
います．この自然豊かな城ヶ島には動物・植物ばかりでなく，
たくさんの変化に富んだ地形・地質を見ることができます．炎
のように舞い上がる火山灰，深海に生活する生物の巣穴，激し
い火山爆発によってもたらされた火山豆石やゴマ塩火山灰など
など．城ヶ島には，三浦半島誕生の秘密がたくさん詰まってい
ます．今回は，火山活動と地震活動に焦点をあてて城ヶ島の自
然を楽しみます．たくさんの方のご参加をお待ちしています．

日本地質学会　後援
日程：2015年５月23日（土） 10:00～15:00（小雨決行）
集合場所・時間：京急バス城ヶ島バス停（終点）10:00
場所：三浦市城ヶ島
場所：集合受付10時　　三崎口発城ヶ島行き９:11，９:33（ぎ
りぎり）
城ヶ島西部灘が崎（10:10）…観光橋（10:30）…長津呂崎（11:30）
…昼食（12:00）…・馬の背門（13:00）…城ヶ島東部安房崎

（14:00）…城ヶ島公圏第二駐車場終了（14:30）…解散（15:00）
帰路のバス停は「白秋碑前」です．三崎口行き14:28，14:58，
15:27
募集人数：50名
注意事項：海岸の岩場を歩くので，履き慣れた靴をご用意くだ
さい．昼食は持参してください．
申し込み：往復はがきあるいはメール住所，氏名，電話番号を
ご記入の上，４月30日（木）までに下記三浦半島活断層調査会
事務局までお申し込み下さい．

参加費用：500円（資料代（城ヶ島たんけんマップ等）+保険料）
申込先：三浦半島活断層調査会事務局（松崎健一方）
電話　046-825-6665
所在地〒238-0042 横須賀市汐入町３丁目23番地
e-mail：k345matsu@yahoo.co.jp

★四国支部

岩石・鉱物鑑定会

地質の日において一般市民の方に，地質・岩石を身近に感じ
て頂くため，市民の方々から岩石や鉱物を持ち寄って頂き，鑑
定を行います．またそれぞれの地質学的な重要性をわかり易く
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講演会「日本地質学：最近の発見と応用2015」：講演要旨
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講演会「日本地質学：最近の発見と応用2015」：講演要旨
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☆西日本支部
報告

☆中部支部
お知らせ

第166回例会報告

平成27年２月21日（土）に第166回日本地質学会西日本支部
の例会及び総会を山口大学吉田キャンパス内の大学会館で行っ
た．当日は，12件の口頭発表，24件のポスター発表があり，
14:15－15:15に山口大学の金折裕司教授による特別講演会「活
断層と地震の話・アラカルト」を行った．一般として30名，学
生として39名の参加者があり，総勢70名近い参加があり，特に
学生の参加が多く，活気溢れる支部例会となった．昨年度から
西日本支部では優秀発表賞として，口頭・ポスター発表を問わ
ず，学生を積極的に顕彰することにしており，今回の受賞者は，
以下の通り，福岡大学の宮東照さんと山口大学の中川孝典さん
に決まった．

第166回日本地質学会西日本支部例会：優秀発表賞
O-08 宮東　照　ほか「タイ国北部，Lampang地域に分布す

る上部ペルム系－下部三畳系：有孔虫群集と堆積環境」
O-09 中川孝典　ほか「ペルム紀付加体の形成史―周南市鹿野

地域」
（幹事　川村喜一郎）

2015年支部年会開催のお知らせ

中部支部では下記のとおり2015年支部年会を開催します．詳
細は下記ウェブページにて逐次お知らせいたします．

http://www3.u-toyama.ac.jp/shige/Chubu_GSJ_2015.html

2015年６月13日（土）
会場：黒部市吉田科学館（〒938-0005 富山県黒部市吉田

574-１）
支部年会：10:00～　（参加費：1,500円）

・総会
・シンポジウム：「中部地方のジオパーク ―ジオツアー
の安全・安心―（仮題）」

・研究発表会（口頭＋ポスター）
懇親会：18:00-20:00（別会場を予定）

2015年６月14日（日）
地質巡検：富山県北東部の中生界（定員15名程度予定）（参

加費：1,000円程度）

参加申込：準備の都合がありますので，なるべく６月６日（土）
までにご参加いただける内容を以下より選び，右側括弧内の情
報とともに，E-mailまたはハガキにてお申し込みください．な
お，巡検は定員になり次第締め切らせていただきます．

参加内容：総会
研究発表会（題名と口頭・ポスターの別）
懇親会
地質巡検（連絡先，E-mailが望ましい）

申し込み先
E-mail：shige@sci.u-toyama.ac.jp
郵便：〒930-8555 富山市五福3190

富山大学理学部地球科学科　大藤　茂 宛

支部コーナー

写真左上，特別講演：山口大学理学部・金折裕司教授．右上，学生

が積極的に参加したポスター発表．左下，優秀発表賞の中川さん．

右下，優秀発表賞の宮東さん

☆関東支部
報告

地学教育サミット「ジオパークと教育」報告

日本地質学会関東支部主催の上記シンポジウムについて，以
下に概要を報告する．

１．日時：平成27年３月15日（日） 10:00～16:00
２．場所：小田原市生涯学習センターけやき大会議室
３．目的：ジオパーク活動の３本の柱のうち，“教育”面に

絞って，学校教育・博物館教育・ガイド養成を中心にシン
ポジウムを行い，今後の活動に役立てていく

４．主催：日本地質学会関東支部
５．共催：小田原市，箱根ジオパーク推進協議会
６．内容：
午前　基調講演

「日本列島の成り立ち－大陸から弧状列島へ」高橋雅紀氏
（産総研）



「ジオパークとその教育活用」高木秀雄氏（早稲田大）
「茨城県北ジオパーク日立ジオサイトでのジオパーク教育と

そのねらい」田切美智雄氏（日立市郷土館）
午後　各ジオパークからの報告

茨城県北ジオパーク：天野一男氏（茨城大）
下仁田ジオパーク：関谷友彦氏（下仁田ジオパーク推進協議

会）
伊豆半島ジオパーク：冨川友秀氏（静岡県立松崎高校）
伊豆大島ジオパーク：中林利郎氏（伊豆大島ジオパーク推進

委員会）
銚子ジオパーク：山田雅仁氏（銚子ジオパーク推進協議会）
秩父まるごとジオパーク：小幡喜一氏（埼玉県立熊谷高校）
箱根ジオパーク：山口珠美氏（箱根ジオミュージアム）

総合討論
７．参加者：93名（講演者・実践報告者10名，一般参加71名，
スタッフ12名）

３回目を迎えた日本地質学会関東支部主催のサミット，今回
は「地学教育サミット」～楽しく元気に大地の公園～と題して，
小田原市生涯学習センターを会場に実施された．参加者数が読
みにくく心配もしたが，当日はなんと93名もの方が会場を埋め
尽くし，急遽椅子を追加するうれしい誤算となった．

有馬支部長の挨拶に続き，午前中は３つの基調講演を実施し
た．

高橋雅紀氏は，プレート運動に起因する島弧規模の地殻変動
の変遷を日本列島のスケールで概観．地質が専門でない方にも
わかるように，スライドやアニメーションを用いてわかりやす
く解説していただいた．ジオパーク活動を推進するにあたり，
日本列島の成り立ちの理解が重要であることが改めて指摘され
た．

高木秀雄氏からは，地学教育衰退の歯止めに，草の根運動と
してのジオパークの活動推進に協力するという立場から報告が
あった．全国に36カ所あるジオパークで，地元の学校教育にど
の程度ジオパークの活動が活かされているかを把握するために
アンケートを実施し，それをもとに高等学校を中心とした実践
例を参加者に紹介した．

田切美智雄氏は，日立市郷土館職員として，茨城県北ジオ
パークのうち日立ジオサイトを利用して実施している学校教育
活動を紹介した．学校教育での理科の授業（特に地学分野）に
ジオパークをどう取り入れ活用・支援していくかについて，試
行錯誤しながら取り組んでいる様子が紹介された．授業担当者
のしっかりとした準備や学校側との入念な打ち合わせが強調さ
れた．

午後は，関東地区にある７つのジオパークから，教育に関す
る取り組みを中心に報告していただいた．

茨城県北ジオパークの天野一男氏は，他のジオパークと異な
り事務局が茨城大学内にあることのメリットデメリットや，充
実した養成プログラムで多数のインタープリター（ガイド）を
養成していることなどについて報告した．

下仁田ジオパークの関谷友彦氏からは，日本列島誕生の秘密
を握る地質現象が密集している当地域で，小中学校での地域プ
ログラム“下仁田学習”や，“下仁田自然学校”での取り組み
の報告があった．郷土の自然を利用した理科教育の振興が期待

される．
伊豆半島ジオパークの冨川友秀氏は，静岡県立松崎高校での，

部活動・授業・中高連携事業について報告した．ジオカルタ作
成・ジオスイーツ開発・ジオ料理の考案などユニークな取り組
みが目立った．

伊豆大島ジオパークの中林利郎氏からは，環境省や気象庁職
員も参加する推進委員会の構成や，火山を中心とした学校教
育・ガイド養成について報告があった．昨年度の土砂災害を機
に特に防災・減災に力を入れている様子がよくわかった．

銚子ジオパークの山田雅仁氏は，大学と連携した児童・生徒
への学習支援とそのアンケート結果をもとに，学習効果の有効
性について報告した．ジオパークを広く認識してもらうために，
ジオサイトへの案内が重要な要素であると強調していた．

秩父まるごとジオパークの小幡喜一氏からは，鉄道会社が加
わった珍しい協議会構成と，学校教育・教員研修・科学教室等
の教育実践について話があった．“まるごと”という名前が示
すとおり，一般向け講座では，自然だけでなく文学歴史・民俗
芸能・まちづくり等広範囲に亘って講座を展開している様子が
報告された．

箱根ジオパークの山口珠美氏からは，ジオパーク拠点施設の
一つである箱根ジオミュージアムの現状と，博物館職員として
実践した学校教育関係の実践報告があった．主に活火山をテー
マに多方面からアプローチしているのが目立った．

総合討論では，実践報告で聞けなかった細かい部分の質疑応
答があり，今後の取り組みについてもそれぞれのジオパーク独
自の取り組みが紹介された．

また，会場には各ジオパークの様子を展示するブースが設け
られた．ポスターやパンフレットが展示されたコーナーに，昼
休みや休憩時間に立ち寄る参加者が多く見られた．

この行事に際し，多くの方々にお世話になりました．講演
者・実践報告者の方々はもちろん，各ジオパーク推進協議会事
務局の方々，会場地元の箱根ジオパーク推進協議会関係の皆様，
関東支部のスタッフの皆さん，その他関係の皆様に厚くお礼申
し上げます．

（地学教育サミット世話人　関東支部幹事　米澤正弘）

日本地質学会News 18（４） 23

支部コーナー



日本地質学会News 18（４）24

American Geophysical Unionについて
2014年12月15から19日の５日間にわたって，アメリカのサン

フランシスコにおいて，American Geophysical Union Fall
Meeting 2014（以下，AGU）が開催された．AGUは，発表数
23,000以上の極めて大規模な学会で，世界中の地球惑星科学者
が集う学会でもある．今回筆者は，修士１年時での研究成果を
発表するため，４日間だけではあるがAGUに参加した．筆者
にとって初めてのアメリカ上陸かつ国際学会発表だったことや
同行者もいなかったため不安だったが，出発前に院生室で隣の
席であるD３の留学生Shahadatさんが，去年のAGU参加時の
写真を見せてくれながら丁寧にいろいろと教えてくれたため，
学会参加も周辺観光もスムーズに行うことができた．

先述したようにAGUでは，地球惑星科学全般の分野でとて
つもなくアブストラクトが多くて目で探す気も起きないため，
事前にキーワードでアブストラクトを検索して，興味のある発
表をリストアップ&スケジュールしておいた．筆者だけかもし
れないが，意外と口頭発表で聞きたいものが少なく，ポスター
発表を聞いている時間の方が多かった．AGUでは，アメリカ
地球物理学連合というように，地質図やルートマップを作成し
ているような地域地質や形態学などの古生物学に関する研究は
ほとんどなく（筆者も人のことは言えないが），日本地球惑星
科学連合大会に近い感じであると思ってよいだろう．

１日目
１日目は主に３つのポスター発表が印象に残った．１つ目は，

あの白亜紀/古第三紀（K/Pg）境界で有名なイタリア，グッビ
オのサイクル層序（Maastrichtian）に関する発表である．こ
の研究では，複数のプロキシを用いて天文年代を挿入していた．
発表者のSinnesaelさんは現在Ph. D studentで，修士時代は解
析のためのデータセットをそろえることが主な仕事だったらし
く，特に同位体比のデータをそろえるのは大変だったそうであ

る．いろいろ質問していると，筆者の専門について問われ，サ
イクル層序学であることを告げると大変歓迎された．ただ，筆
者の学年と研究の進捗状況があまりよろしくないことを伝える
と，君もドクターになればこのくらいできるようになるよ！と
激励していただき，石灰岩に関する測定や解析方法などについ
ても丁寧に教えてくださった．

２つ目は，K/Pg境界粘土層に含まれるアンチモンの局所構
造（価数や配位数）についてXAFSを用いて精密解析した発表
である．共同研究者に筆者の所属している熊本大学の吉朝先生
も入っており，講義でその内容に関連した話を聞いたことも
あった．どうやらアンチモンの濃集には鉄酸化物鉱物による化
学吸着が関与しているらしく，卒論で微生物や有機分子系での
鉄酸化物鉱物の速度論について研究していた筆者にとっては，
大変面白い結果であった．機会があれば，筆者の今後の研究で
も参考にしたい．

３つ目が，筆者界隈では話題になっている，中国に分布する
ペルム系層状チャートのサイクル層序に関する発表である．筆
者の研究と大変関連していたため大変楽しみにしていたのだ
が，コアタイム中にいくら待っていても発表者は現れず，目を
離したすきにはポスターが撤去されていたため，直接話を聞け
なかったのが残念だった．

２日目
２日目では，口頭発表とポスター発表のそれぞれ２つの発表

が印象に残った．口頭発表の１つ目は，上部三畳系～下部ジュ
ラ系陸成層の古地磁気学で著名なKent先生の発表である．こ
の発表では，これまでの古地磁気層序を整理し，ヨーロッパの
海成層との対比について紹介していた．どうもCarnianの古地
磁気層序がうまく対比できないようで，今後Chinle Formation
の掘削プロジェクトを計画しているそうである．

２つ目は，太古代のバーバートン帯中に含まれる複数のス
フェルール層から，隕石衝突イベントおよび衝突天体のタイプ
について言及した発表だった．先行研究によれば，これまで
バーバートン帯のスフェルール層の衝突天体は炭素質コンドラ
イトであると考えられてきたが，白金族元素などを用いたミキ
シングモデルからは，鉄隕石である可能性もあり得るらしく，
今後タングステン同位体比を用いて，より詳細なタイプの特定
を行うそうである．なお，予察的にスフェルール層のタングス
テン同位体比を測定したところ，どうやらバルクで分析を行っ
ていたためか失敗だったらしく，これからスフェルール自体の
タングステン同位体比を測定する予定だそうである．

ポスター発表の１つ目は，上部白亜系のコアに対して，複数

曽田勝仁
熊本大学大学院自然科学研究科理学専攻

地球環境科学コース博士前期課程2年

American Geophysical Union Fall Meeting
2014参加報告

院生コーナー

写真１　筆者のポスターと，ギャラリーの振りをしてくれ

たグッビオのサイクル層序を研究されているPh. D student

のSinnesaelさん．

写真２　Marin Headlandsの地質図で，縞々の凡例がチャート（Blake et

al., 2000）．
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うである．
２つ目は，中国に分布する新原生界のサイクル層序に関する

発表である．先カンブリア界のサイクル層序の話を聞くのは筆
者にとって初めてで，天文学的根拠が気になるところであった．
発表者のBaoさんにいろいろ質問していると，筆者の扱ってい
る時代を問われ，三畳紀であることを告げると，どうやら彼女
の指導教員の論文を読んでいたことが分かった．後の自身の発
表でも感じたことだが，サイクル層序の世界は世間狭いことを
実感した．

３日目：Marin Headlandsプチ巡検
３日目は，事前に調べた限り特に聞きたい発表も少なく，期

間中では珍しく雨も降っていなかったため，Marin Headlands
へ一人で巡検を行うことにした．ちなみに，大会期間中はほぼ
雨だったが，この時期のサンフランシスコでは珍しい天候だっ
たらしい．

Marine Headlandsには，Franciscan complexの白亜紀付加
体Marine Headlands terraneが分布している．放散虫化石年代
によれば，Marine Headlands terraneでは下部ジュラ系から上
部白亜系の層状チャートを観察できると言われている．また，
下部ジュラ系層状チャートの下位には枕状溶岩が整合的に存在
し，上部白亜系層状チャートの上位には砕屑岩類が整合的に覆
う，海洋プレート層序を確認することができる．

Marine Headlandsまでは交通手段も乏しかったため，とり
あえずゴールデンゲートブリッジの直前までバスで行った後，
そこから片道3時間かけて歩くことにした．自転車で行く方法
もあるが，行きはずっと勾配のきつい坂であったため，せっか
くなのでゴールデンゲートブリッジの景色をゆっくり楽しむこ
とにした．

巡検中は朝も早く平日だったためか，行きはほとんど車とす
れ違うこともなく，快適に露頭を観察することができた．思っ
ていたより露頭の状態もよく，中にはかなり大きく整然とした
露頭もあった．ただ，筆者の調査対象である秩父帯や美濃帯の
層状チャートと比較すると，どうも様子がおかしいと感じられ
た．今後面白い研究対象となる可能性を秘めたMa r i n
Headlandsであるが，後から聞いた話によれば，この周辺は国
立公園であるため調査するのが難しいらしい．行きは露頭ばか
り観察していたため，帰りはゴールデンゲートブリッジなどの
景色を楽しんだ．各所に絶景スポットがあるため，おすすめで
ある．

４日目：ポスター発表
４日目は筆者のポスター発表の日で，秩父帯に分布する中部

三畳系層状チャートのサイクル層序に関する研究について発表
した．

朝一番に発表に駆けつけてくれたのは，１日目に会った

Sinnesaelさんだった．事前に，筆者の研究に興味を持ってくれ
るであろう人には，ポスターを宣伝しておいたのだった．次は
何をプロキシとして使うのかを問われたのが印象的であった．

筆者のすぐ隣のポスターにはあのOlsen先生がいらっしゃり，
これには最初大変緊張した．Olsen先生は，Kent先生と共に上
部三畳系～下部ジュラ系陸成層の堆積学，古生物学に関して著
名な先生である．いざ話してみると，大変気さくな方で，筆者
の研究に対しても，いい研究だ！と激励を下さり，日本はスペ
クタクルなところだ！とおっしゃっていた．ただ，層状チャー
トは構造変形を被っていることが多いため，コンパクションの
影響が気になっていたようである．

さらに，先行研究の著者の１人である東京大学の多田先生も
筆者の発表を聞きに来てくださった．今回の発表は，主に先行
研究の古地磁気層序によって美濃帯との対比を行っていたが，
明瞭な位相関係は認められていなかった．これに対して多田先
生から，時間軸で対比を行った方が良いという指摘を受けた．

日本ではサイクル層序に関する発表も少なく，最新の研究動
向を知る良い機会なのではと期待しての参加だった．海外では
メジャーなのかなと思っていたが，中にはサイクル層序を知ら
ないという方もいたり発表数の割にはサイクル層序の発表もそ
こまで多いわけではなかったりしたため，きっと母数が多いか
ら日本に比べて多いと思うだけで実際の比率はそこまで大きく
変わらないのかなと感じた．また，解析に用いるプロキシは1
つであるとは限らず，どちらかというと多くのプロキシを試し
た結果，どれが１番変動周期や位相を反映しているかを解釈し
ていた印象を受けた．

おわりに
AGUでは，ポスターが圧倒的に多くじっくりと内容を見る

ことができるため，知識不足な筆者にとってはおおむね有意義
であった．しかし，AGUは極めて自由度の高い学会である印
象を受け，もっと積極的に活動すればよかったと後悔した．来
年も機会があれば参加したいと思う．最後に，以上のような貴
重な機会を与えてくださった，指導教員である熊本大学の尾上
哲治先生，共同研究者である静岡大学の池田昌之先生に感謝申
し上げます．

写真３　Marin Headlandsで観察できた層状チャートの露頭とゴールデン

ゲートブリッジ．

の炭酸塩含有量指標を用いて天文年代を求めた発
表であった．発表者のMaさんは，Meyers先生の学
生であり，Meyers先生の招待講演を聞いたことを
伝えると大変喜んでくれた．彼は中国の大学出身
で，大学院からMeyer先生の指導を受けているら
しく，筆者が日本人でM１であることを知ると留
学を勧めてくださり，アメリカの大学の良さにつ
いていろいろ教えてもらった．現在Meyers研の学
生は彼１人だけらしくもうD３で卒業してしまうそ

常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下の
４名で行っています．原稿は5000字以内，図・写真３点以内を目
安に，e- mailでいただければ幸いです．
13nd403y@vc.ibaraki.ac.jp 菅谷真奈美（茨城大）
kouzu_0419@geol.tsukuba.ac.jp 高津翔平（筑波大）
14nm310h@vc.ibarkai.ac.jp 羽田裕貴（茨城大）
k0231215@kadai.jp 山下大輔（熊本大）

※４月号より，山下大輔さんに担当に加わって頂きました．よろし
くお願いいたします．
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一般社団法人日本地質学会第７回総会開催について

一般社団法人日本地質学会第７回総会を下記の次第により開催いたします．

2015年４月４日

会長　井龍康文

2015年 5 月23日（土） 14：50～15：50
会場　北とぴあ　第 1 研修室
（東京都北区王子 1 -11- 1 ）

総会議事次第

１．議長選出

２．開会

３．議案

第１号議案　2014年度事業報告・決算報告

第２号議案　2015年度事業計画

第３号議案　2015年度予算案

第４号議案　名誉会員の選出

４．閉会

同日同会場にて下記の催しが予定されています．

第６回惑星地球フォトコンテスト表彰式・展示会
時間：11：00～12：00

講演会「日本の地質学：最近の発見と応用2015」
時間：12：40～14：40

※これらの情報は，学会ホームページ，メールマガジン等で随時お知らせ致します．

１．定款20条により，本総会は役員ならびに代議員による総会となります． 代議員には，総会開催通知とともに総

会に必要な資料等を別途お送りいたします．ご都合で欠席される方は，定款28条第1項にもとづき，議決権行使書

および議決権の代理行使（委任状）などにより，総会に出席したものとして議決権を行使することができます．

２．正会員は，総会に陪席することができます．ただし，総会規則12条3項により，許可のない発言はできません．

申込・問い合わせ：一般社団法人  日本地質学会
　電話　03-5823-1150　FAX03-5823-1156   e-mail: main@geosociety.jp

広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内広報誌ジオルジュ　一括割引購入のご案内
　日本地質学会では広報誌「ジオルジュ」を発行しています
（年2回発行．定価250円）．　
　博物館・学校・研究機関などで，イベントでの配布物，友
の会へのプレミアグッズ,ストアなどでの販売物として，ジオ
ルジュを利用してみませんか．部数に応じて割引価格を設
定しておりますので，是非ご検討下さい．

【割引価格例】
　100部：20,000円（定価2割引）
　300部：52,500円（定価3割引） 
これ以外についてもご希望に応じてご相談承ります．

　毎号各地のジオパークの特集記事の掲載も企画してい
ます．ジオパークの広報の一環としてもご活用ください．

最新号（2015前期号）まもなく発行！

開催通知
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